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携
強
化
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
課

題
毎
に
関
係
機
関・
関
係
団
体
と

の
協
議
や
連
携
を
図
り
、
介
護
予

防・医
療・介
護
の
切
れ
目
の
な
い

一
体
的
な
取
り
組
み
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

③
少
子
化
対
策・
こ
ど
も
政
策

の
抜
本
強
化
～
地
域
総
が
か
り
の
子

育
ち・子
育
て
環
境
づ
く
り（
子
ど
も
条

例
の
具
現
化
）～

◆
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
体
制

　
子
ど
も
や
子
育
て
家
庭
の
総
合

相
談
窓
口
で
あ
る
「
子
ど
も
ま
る

ご
と
相
談
室
」
は
、
令
和
６
年
度

よ
り
、
改
正
児
童
福
祉
法
に
も
対

応
し
た「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」

と
し
て
位
置
づ
け
、
従
来
以
上

に
、
全
て
の
子
ど
も・妊
産
婦・子

育
て
世
帯
に
対
す
る
包
括
的
な
支

援
窓
口
と
し
て
、
新
事
業
も
取
り

入
れ
、
体
制
の
充
実
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

◆
不
妊
治
療
推
進
事
業

　
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
治
療

費
の
助
成
に
加
え
、
治
療
に
伴
う

交
通
費
に
つ
い
て
も
助
成
す
る
こ

と
で
、
更
な
る
経
済
的
負
担
の
軽

減
を
図
り
、
支
援
の
充
実
を
図
り

ま
す
。
妊
娠
期
の
支
援
と
し
て
、

地
元
の
野
菜
や
米
等
の
食
材
を
提

供
し
、
妊
娠
期
か
ら
の
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
食
生
活
習
慣
の
確
立
、

町
内
産
食
材
の
利
用
促
進
に
よ
る

地
産
地
消
や
食
育
の
推
進
等
を
目

的
と
し
た
、「
マ
タ
ニ
テ
ィ
ベ
ジ

ボ
ッ
ク
ス
事
業
」を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
出
産
後
の
子
育
て
支

す
。
あ
わ
せ
て
、
令
和
６
年
中
に
開

催
す
る
行
事
等
に
つ
い
て
、
チ
ラ
シ

や
ポ
ス
タ
ー
に
は
20
周
年
記
念
と
記

載
す
る
な
ど
、
気
運
を
醸
成
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
地
区
別
戦
略
発
展
事
業

　
令
和
６
年
度
は
、
地
区
別
戦
略
発

展
事
業
と
し
て
最
終
年
度
と
な
り
ま

す
。
町
か
ら
は
各
地
区
へ
の
補
助
金

や
、
中
間
支
援
組
織
に
よ
る
伴
走
支

援
の
ほ
か
、
12
地
区
の
実
践
内
容
の

横
つ
な
ぎ
を
目
的
と
し
た
研
修
会
や

報
告
会
を
開
催
し
、
町
民
全
体
を
巻

き
込
み
多
様
な
実
践
者
に
よ
る
地
域

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
各

地
区
の
計
画
推
進
に
必
要
と
な
る

ハ
ー
ド
事
業
に
つ
い
て
、
コ
ン
ペ

テ
ィ
シ
ョ
ン
を
実
施
し
、
事
業
の
継

続
化
を
図
り
ま
す
。

◆
持
続
可
能
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

本
年
度
の
主
要
事
業

３
月
定
例
議
会　
施
政
方
針
か
ら
抜
粋

づ
く
り
の
た
め
の
地
域
運
営
組
織
の

設
立
支
援

　
既
に
自
治
会
再
編
に
取
り
組
ま
れ

て
い
る
地
区
も
あ
り
ま
す
が
、
人
口

減
少
に
あ
わ
せ
て
自
治
会
以
外
の
機

能
再
編
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
将
来
的
に
は
全
て
の
地
区
で
、

地
域
運
営
組
織
設
立
に
向
け
た
取
組

を
推
進
し
ま
す
。
令
和
６
年
度
は
、

地
域
運
営
組
織
の
設
立
に
先
行
し

て
、
取
り
組
む
地
区
へ
の
財
政
支
援

や
中
間
支
援
組
織
の
伴
走
支
援
に
よ

る
人
的
支
援
等
を
行
い
、
将
来
に
向

け
た
地
域
づ
く
り
の
体
制
や
仕
組
み

構
築
に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
地
域
公
共
交
通
計
画
の
策
定

　
令
和
６
年
度
に
、
新
た
な
邑
南
町

地
域
公
共
交
通
計
画
（
令
和
７
～
11

年
度
）
を
策
定
す
る
予
定
で
す
。
町

の
公
共
交
通
会
議
や
生
活
交
通
検
討

委
員
会
の
開
催
、
利
用
者
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
公
共
交
通
の

利
用
者
に
と
っ
て
、
真
に
必
要
で
持

続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
を
確
保
す

る
た
め
の
計
画
策
定
を
行
い
ま
す
。

◆
医
療
機
能
の
確
保

　
令
和
６
年
度
中
に
、
市
木
地
区
で

民
間
医
療
機
関
が
閉
院
す
る
こ
と
に

な
り
、
無
医
地
区
と
な
る
懸
念
も
あ

り
ま
し
た
が
、「
邑
南
町
地
域
医
療

構
想
」
に
よ
り
必
要
な
医
療
機
能
の

確
保
を
図
る
た
め
、
現
在
、
公
立
邑

智
病
院
の
附
属
診
療
所
と
し
て
公
立

の
診
療
所
を
開
設
す
る
よ
う
、
関
係

機
関
と
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

◆
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進

　
関
係
機
関
や
地
域
団
体
等
と
の
連

援
と
し
て
は
、
１
歳
ま
で
の
お
子

さ
ん
を
養
育
し
て
い
る
家
庭
に
対

し
、
定
期
的
に
お
む
つ
等
の
育
児

用
品
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
保
護

者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る

だ
け
で
な
く
、
出
産
後
の
対
面
で

の
訪
問
や
相
談
等
に
よ
り
早
期
に

必
要
な
支
援
へ
つ
な
げ
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
「
お
む
つ
等
定
期
便

事
業
」を
実
施
し
ま
す
。

◆
お
お
な
ん
子
ど
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業

　
令
和
５
年
度
は
中
学
生
以
上
を

対
象
と
し
、
高
校
生
を
中
心
と
し

た
３
チ
ー
ム
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、

主
体
的
に
活
動
を
実
践
し
ま
し

た
。
令
和
６
年
度
は
、
よ
り
多
く

の
子
ど
も
た
ち
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。
以
上
の
取
組
に
加
え
、「
こ

ど
も
基
本
法
」に
基
づ
き
、
従
来

の
関
係
諸
計
画
を
一
本
化
し
た

「
こ
ど
も
計
画
」を
令
和
７
年
度
に

策
定
し
ま
す
。こ
の
策
定
を
通
じ
、

「
邑
南
町
子
ど
も
条
例
」の
理
念
も

踏
ま
え
た
、
子
ど
も
施
策
の
総
合

的
な
推
進
を
図
り
ま
す
。

④
人
材
確
保
と
町
内
産
業
の
活
力
増
進

◆
邑
南
町
企
業
魅
力
化
サ
ポ
ー
ト
事
業

　
深
刻
化
す
る
町
内
企
業
の
人
材

不
足
へ
の
対
応
と
し
て
、
島
根

県
、
企
業
、
関
係
機
関
か
ら
な
る

「
邑
南
町
進
出
企
業
人
材
確
保
対

策
会
議
」
を
主
体
に
、
企
業
の
人

材
確
保
と
定
着
に
関
す
る
取
組
を

実
施
し
ま
す
。
第
２
期
人
材
確
保

実
施
計
画
に
基
づ
き
、
町
内
企
業

の
人
材
不
足
へ
の
対
応
を
実
施
し

①
物
価
高
騰
対
策

　
低
所
得
者
へ
の
重
点
支
援
給
付
金

に
つ
い
て
、引
き
続
き
エ
ネ
ル
ギ
ー・

食
料
品
価
格
等
の
物
価
高
騰
の
影
響

を
受
け
た
生
活
者
等
に
対
し
、
国
の

「
重
点
支
援
地
方
交
付
金
」
を
活
用

し
た
、
低
所
得
世
帯
へ
の
給
付
制
度

や
学
校
給
食
費
の
支
援
等
、
着
実
か

つ
速
や
か
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

②
多
様
性
が
尊
重
さ
れ
全
て
の
人
が
力

を
発
揮
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現

◆
邑
南
町
20
周
年
記
念
事
業

　
邑
南
町
が
誕
生
20
年
と
い
う
節
目

の
年
に
あ
た
り
、
10
月
６
日
に
島
根

県
知
事
を
お
迎
え
し
、
邑
南
町
20
周

年
式
典
等
の
行
事
を
開
催
い
た
し

ま
す
。
で
き
る
だ
け
華
美
に
な
ら
な

い
よ
う
、
手
づ
く
り
感
の
あ
る
、
参

加
し
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
た
だ

け
る
も
の
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

　

令
和
６
年
度
は
、
予
算
の
テ
ー
マ
を
「
ひ
と
に
や
さ
し
い
ま
ち
へ
、

さ
ら
に
進
め
よ
う
」
と
し
、
次
の
５
つ
の
項
目
に
基
づ
い
た
施
策
を

進
め
ま
す
。

　

①
物
価
高
騰
対
策

　
②
多
様
性
が
尊
重
さ
れ
全
て
の
人
が
力
を
発
揮
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現

　
③
少
子
化
対
策
・
こ
ど
も
政
策
の
抜
本
強
化
～
地
域
総
が
か
り
の
子
育

ち
・
子
育
て
環
境
づ
く
り（
子
ど
も
条
例
の
具
現
化
）～

　
④
人
材
確
保
と
町
内
産
業
の
活
力
増
進

　
⑤
行
財
政
改
革
の
着
実
な
実
行

　

当
初
予
算
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
施
策
方
針
と
行
財
政
改
善
計

画
の
着
実
な
実
行
を
基
本
方
針
と
し
て
編
成
し
ま
し
た
。
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ま
す
。
高
校
キ
ャ
リ
ア
教
育
や
大
学

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
を
深

め
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
保
護
者・

教
職
員
向
け
バ
ス
ツ
ア
ー
等
を
積
極

的
に
実
施
し
、
若
年
層
の
人
材
確
保

を
進
め
ま
す
。

◆
道
の
駅
瑞
穂
再
整
備
事
業

　
官
民
連
携
の
も
と
、
関
係
機
関
及

び
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
こ
の
度
、
新
名
称
を
「
道
の

駅　
邑
南
の
里
」と
決
定
し
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
度
は
融
雪
設
備
整
備
工

事
の
継
続
実
施
、
本
体
建
築
等
工
事

の
着
手
等
、本
格
実
施
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
以
外
に
、
外
構
工
事
、
家
具

･

備
品
整
備
な
ど
を
実
施
し
、
令
和

６
年
度
末
の
完
成
に
向
か
っ
て
着
実

に
事
業
を
進
め
ま
す
。
指
定
管
理
予

定
者
と
と
も
に
施
設
機
能
及
び
維
持

管
理
や
運
営
手
法
に
つ
い
て
の
協
議

を
深
め
、
新
た
な
道
の
駅
へ
と
円
滑

に
移
行
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
６
年
度
に
、
指
定
管

理
者
や
テ
ナ
ン
ト
と
し
て
加
わ
る
飲

食
事
業
者
を
決
定
す
る
と
と
も
に
、

「
道
の
駅
瑞
穂
再
整
備
事
業　
施
設

管
理・
運
営
計
画
」
に
基
づ
き
、
開

業
に
向
け
た
具
体
的
な
準
備
を
計
画

的
に
進
め
ま
す
。
農
産
物
直
売
所
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
各
種
事
業

を
設
け
、
出
荷
者
や
商
品
の
確
保
を

進
め
ま
す
。
令
和
７
年
夏
の
グ
ラ
ン

ド
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
ま
す
。

◆
農
産
物
直
売
所
の
支
援

　
雲
井
の
里
を
持
続
可
能
な
魅
力
あ

る
農
産
物
直
売
所
と
す
る
た
め
に
募

集
し
て
い
た「
農
産
物
直
売
所
支
援

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」が
令
和
６
年
３
月

に
着
任
し
、
同
年
度
か
ら
本
格
的
に

取
組
が
開
始
し
ま
す
。
地
域
の
課
題

と
な
っ
て
い
る
農
産
物
の
生
産
や
集

荷
等
を
担
う
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

◆
有
機
農
業
等
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
の

振
興
と
持
続
可
能
な
農
業
生
産
の
展
開

　
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
緊

急
対
策
交
付
金
を
活
用
し
、
有
機
農

業
産
地
づ
く
り
推
進
緊
急
対
策
事
業

で
、
実
証
ほ
場
で
の
取
り
組
み
を
参

考
に
作
成
し
た「
栽
培
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

を
も
と
に
、
農
業
者
向
け
研
修
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
邑
南
町
農
林
総
合
事
業

で
、
国
の
補
助
対
象
に
な
ら
な
い
有

機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
経
費
補
助
を
新
規
に

行
い
ま
す
。
消
費
面
で
は
引
き
続
き

学
校
給
食
へ
の
有
機
米
利
用
支
援
を

継
続
し
つ
つ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
等

も
踏
ま
え
た
講
座
等
を
計
画
し
て
い

ま
す
。市
場
調
査
も
予
定
し
て
お
り
、

引
き
続
き
島
根
大
学
や
Ｊ
Ａ
、
島
根

県
と
も
連
携
し
、
生
産
面
、
消
費
面

か
ら
有
機
農
業
の
取
組
を
拡
大
し
て

い
き
ま
す
。

◆
ス
マ
ー
ト
農
業
導
入
モ
デ
ル
実
証
事
業

　

農
作
業
の
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
草
刈
り
作
業
の
受
託
す
る
事
業

者
等
に
対
す
る
ラ
ジ
コ
ン
草
刈
り
機

の
導
入
を
、
実
証
事
業
と
し
て
支
援

し
ま
す
。
ま
た
、
農
作
業
で
の
脱
炭

素
や
燃
料
コ
ス
ト
削
減
、
作
業
負
担

の
軽
減
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
電
動
農
機
具
普
及
促
進
事
業
費
に

よ
り
、
農
業
者
の
電
動
農
機
具
購
入

へ
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

◆
神
紅
等
園
芸
作
物
の
産
地
化

　

令
和
６
年
度
は
60
ア
ー
ル
の
整

備
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

令
和
６
年
度
の
お
ー
な
ん
ア
グ
サ

ポ
隊
は
、
新
た
に
３
人
を
受
け
入

れ
る
予
定
で
、
合
計
12
人
で
就
農

モ
デ
ル
を
実
践
し
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
研
修
を
修
了
し
た
「
神
紅
」

の
生
産
者
は
７
人
で
す
。

◆
林
業
担
い
手
育
成・確
保
支
援
事
業

　
（
一
社
）お
お
な
ん
木
の
学
校
で

活
動
す
る
お
ー
な
ん
木
好
き
隊
に

係
る
事
業
で
、
令
和
６
年
度
は
活

動
１
年
目
１
人
、
２
年
目
１
人
の

計
２
人
を
任
用
す
る
予
定
で
す
。

隊
員
は
、
林
業
・
木
材
産
業
の
振

興
と
地
域
の
活
性
化
に
関
わ
る
活

動
を
実
施
し
、
就
業
の
た
め
の
知

識
や
技
術
を
習
得
し
ま
す
。

◆
お
お
な
ん
き
ら
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱

　
　
　
　
　
　
が
行
う
事
業
推
進

　
令
和
５
年
度
に
公
共
施
設
５
件
、

事
業
所
１
件
、
一
般
住
宅
３
件
に

対
し
て
、
Ｐ
Ｐ
Ａ
を
活
用
し
た
電

力
供
給
を
開
始
し
ま
し
た
。
太
陽

光
発
電
設
備
の
無
償
設
置
に
対
す

る
問
い
合
わ
せ
も
多
数
あ
り
、
今

後
Ｐ
Ｐ
Ａ
に
よ
る
電
力
供
給
件
数

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
と
確
認
し

て
い
ま
す
。

　

電
力
小
売
事
業
で
は
、
２
月
よ

り
高
圧
電
力
の
公
共
施
設
２
施
設

に
取
次
店
と
し
て
電
力
供
給
を
開

始
し
ま
し
た
。
こ
ち
ら
も
確
保
で

き
る
電
力
量
に
基
づ
き
、
順
次
供

給
件
数
を
拡
大
し
て
い
く
こ
と
を

確
認
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
令
和

５
年
度
は
、
約
１
４
０
万
円
程
度

の
電
気
使
用
料
を
町
外
流
出
か
ら

町
内
消
費
に
呼
び
込
む
経
済
効
果

を
生
み
出
し
、
二
酸
化
炭
素
の
排

出
削
減
も
お
よ
そ
25
ｔ-

Ｃ
Ｏ
２

削
減
に
貢
献
し
て
い
る
と
確
認
し

て
い
ま
す
。

◆
脱
炭
素
先
行
地
域
づ
く
り
事
業

　
環
境
省
の
支
援
の
も
と
、
本
町

の
環
境
と
経
済
を
両
立
さ
せ
る
ま

ち
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
令
和
５
年
度
は
、

公
共
施
設
や
民
間
事
業
所
、
民
間

住
宅
に
対
し
、
Ｐ
Ｐ
Ａ
に
よ
る
太

陽
光
発
電
設
備
の
無
償
設
置
や
小

型
風
力
発
電
設
備
の
整
備
等
を
進

め
ま
し
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産

地
消
で
、
需
要
家
に
対
す
る
電
気

料
金
の
削
減
と
、
こ
れ
ま
で
町
外

流
出
し
て
い
た
電
気
料
金
が
町
内

経
済
循
環
し
て
い
く
仕
組
が
出
来

始
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
い
わ
み
温
泉
霧
の
湯
へ

の
薪ま

き

ボ
イ
ラ
ー
導
入
に
向
け
て
の

実
施
設
計
業
務
や
道
の
駅
瑞
穂
再

整
備
に
伴
う
地
中
熱
を
活
用
し
た

融
雪
設
備
導
入
に
着
手
す
る
な

ど
、
電
力
以
外
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
地
産
地
消
も
進
ん
で
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
中
野
公
民
館
多
目
的

ホ
ー
ル
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
へ
の
更
新

と
い
っ
た
省
エ
ネ
化
や
電
気
自
動

車
の
充
電
設
備
の
整
備
に
よ
る
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
由
来
の
電
力

の
有
効
活
用
に
向
け
た
ハ
ー
ド
整

備
に
も
着
手
し
ま
し
た
。
今
後
、

こ
れ
ら
の
事
業
を
更
に
進
め
て

い
く
こ
と
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

地
産
地
消
に
よ
る
町
内
経
済
循

環
の
裾
野
拡
大
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

◆
休
業
中
の
い
わ
み
温
泉
霧
の

湯
等
と
香
木
の
森
公
園
施
設

　

令
和
７
年
４
月
か
ら
一
体
で

の
指
定
管
理
と
す
る
た
め
、
今

年
度
、
公
募
に
よ
り
指
定
管
理

者
の
指
定
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

住
民
福
祉
の
向
上
や
地
域
活
性

化
等
の
設
置
目
的
を
果
た
し
、
町

民
に
親
し
ま
れ
る
施
設
を
目
指

し
計
画
的
に
準
備
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
５
年
度
に
実
施

し
た
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
実
績
に
基
づ
き
、（
特

非
）江
の
川
鐡
道
に
よ
る
ト
ン
ネ

ル
内
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
事

業
が
行
わ
れ
ま
す
。
三
江
線
鉄

道
公
園
の
新
た
な
活
用
で
地
域

の
活
性
化
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

◆
Ｊ
Ａ
の
肥
育
セ
ン
タ
ー

　

令
和
６
年
度
か
ら
民
間
の
事

業
者
が
事
業
承
継
さ
れ
ま
す
。
畜

産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
に
、
美
郷

町
、
川
本
町
と
と
も
に
加
わ
り
、

「
石
見
和
牛
肉
」
生
産
流
通
シ
ス

テ
ム
の
実
証
等
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
邑
南
町
農
林
総
合
事
業
で

は
、
肥
育
セ
ン
タ
ー
の
管
内
繁

殖
農
家
か
ら
の
子
牛
の
購
入
を

後
押
し
す
る
助
成
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

◆
農
業
生
産
者
の
講
話
や
生
産

か
ら
消
費
ま
で
食
育
を
通
じ
た
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区
、
田
本
地
区
も
、
そ
れ
ぞ
れ
継

続
し
て
実
施
す
る
予
定
で
す
。

◆
町
道
整
備
事
業

　
法
面
対
策
及
び
落
石
対
策
と
し

て
、
町
道
日
南
川
上
田
線
の
災
害

防
除
事
業
、
町
道
伴
蔵
線
の
法
面

対
策
事
業
を
、
通
学
路
安
全
対
策

と
し
て
、
石
見
中
学
校
付
近
に
あ

る
石
見
中
央
線
の
歩
道
整
備
を
そ

れ
ぞ
れ
継
続
し
て
実
施
す
る
予
定

で
す
。
ま
た
、
改
良
事
業
と
し
て
、

高
見
宇
都
井
線
、
片
田
善
教
寺
原

線
、
簾
金
比
羅
線
の
３
路
線
を
継

続
し
て
実
施
す
る
予
定
で
す
。

◆
上
水
道
事
業

　
邑
南
町
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ

き｢

安
全
な
水
道｣｢

強
靱
な
水
道｣｢

水
道
サ
ー
ビ
ス
の
持
続｣

の
実
現
に

向
け
、
老
朽
化
し
た
主
要
管
路
の

更
新
や
、
耐
震
化
、
経
営
コ
ス
ト

の
改
善
、
有
収
率
の
向
上
等
を
計

画
的
に
実
施
し
ま
す
。
主
要
管
路

の
更
新
、
耐
震
化
と
し
て
、
市
木

地
区
、
布
施
地
区
、
日
和
地
区
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

◆
下
水
道
事
業

　
地
方
公
営
企
業
法
を
適
用
す
る

こ
と
と
し
、
地
方
公
営
企
業
会
計

に
移
行
し
ま
す
。
経
営
状
況
の
よ

り
的
確
な
把
握
、
健
全
化
、
透
明

化
に
努
め
、
広
域
化
や
施
設
統
合

の
検
討
を
進
め
て
、
安
定
し
た
下

水
道
事
業
経
営
を
目
指
し
ま
す
。

体
験
学
習
の
実
践

　
農
業
の
楽
し
さ
や
や
り
が
い
を

積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と
も

に
、
農
業
の
可
能
性
や
将
来
性
を

町
民
で
共
有
し
、
担
い
手
の
確
保

や
産
地
の
理
解
促
進
に
つ
な
げ
る

こ
と
を
趣
旨
と
し
て
、
邑
南
町
農

業
振
興
大
会
を
令
和
６
年
10
月
に

開
催
し
ま
す
。
町
内
の
農
業
者
の

方
に
も
運
営
委
員
会
に
参
加
い
た

だ
き
、
準
備
を
進
め
ま
す
。

⑤
行
財
政
改
革
の
着
実
な
実
行

◆
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

　
令
和
５
年
度
に
改
訂
し
た
計
画

に
よ
り
、
施
設
ご
と
の
機
能
や
利

用
実
態
を
十
分
考
慮
し
、
類
似
・

重
複
し
た
機
能
の
統
廃
合
及
び
施

設
の
多
機
能
化
・
複
合
化
等
を
基

本
と
し
て
、
全
町
的
か
つ
広
域
的

な
視
点
で
、
将
来
の
人
口
や
年
齢

構
成
、
使
用
頻
度
等
に
見
合
っ
た

効
率
的
・
効
果
的
な
あ
り
方
を
検

討
し
ま
す
。
着
実
な
推
進
及
び
町

有
財
産
等
の
管
理
等
を
総
合
的
に

進
め
る
た
め
、
資
産
経
営
課
を
新

設
し
、
公
共
施
設
の
延
床
面
積
削

減
な
ど
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◆
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン（
Ｄ
Ｘ
）

　
シ
ス
テ
ム
標
準
化
へ
の
対
応
や

ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
利
用
等
に

つ
い
て
、
引
き
続
き
邑
智
郡
総
合

事
務
組
合
や
川
本
、
美
郷
両
町

と
情
報
交
換
を
行
い
つ
つ
、
令
和

７
年
度
末
ま
で
の
移
行
を
進
め
ま

す
。
本
町
単
独
で
行
う
Ｄ
Ｘ
の
対

応
と
し
て
は
、
令
和
６
年
度
も
引

き
続
き
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
活
用
を

進
め
ま
す
。
令
和
５
年
度
に
行
っ

た
地
方
創
生
人
材
支
援
制
度
に
よ

る
、
民
間
の
デ
ジ
タ
ル
専
門
人
材

で
あ
る
Ｄ
Ｘ
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
、
職
員
の
人
材
育
成
を
推
進
し

ま
す
。
ま
た
、
令
和
５
年
度
に
採

用
決
定
し
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
１
人
が
、
令
和
６
年
度
か
ら
Ｉ

Ｃ
Ｔ
教
育
等
の
Ｇギ

ガ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
対
応
の
た
め
、
学
校
で
の
支
援

を
行
い
ま
す
。
そ
の
他
、
職
員
で

構
成
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

で
検
討
し
て
い
ま
す
、
ノ
ー
コ
ー

ド
ツ
ー
ル
の
活
用
、
役
場
業
務
の

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
、
窓
口
業
務
の

改
善
に
つ
い
て
、
可
能
な
も
の
か

ら
実
施
し
ま
す
。

◆
島
根
県
の
国
県
道
整
備
事
業

　
令
和
５
年
度
に
新
規
事
業
と
し

て
着
手
し
て
い
た
主
要
地
方
道
浜

田
作
木
線
の
矢
上
地
内
の
荻
原
工

区
で
は
、
引
き
続
き
測
量
、
設
計

を
進
め
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
国

道
２
６
１
号
の
臼
谷
工
区
や
主

要
地
方
道
甲
田
作
木
線
西
之
原
工

区
、
主
要
地
方
道
浜
田
作
木
線
高

見
工
区
、
仁
摩
邑
南
線
荻
原
工
区
、

田
所
国
府
線
市
木
工
区
に
つ
い
て

は
、
継
続
し
て
実
施
す
る
予
定
と

の
こ
と
で
す
。

◆
河
川
改
修
事
業

　
出
羽
川
の
三
日
市
工
区
と
吉
時

工
区
を
継
続
し
て
実
施
す
る
予
定

と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
砂
防
事

業
の
横
田
川
、
急
傾
斜
地
崩
壊
防

止
事
業
の
中
組
地
区
、
田
所
下
地

　

施
政
方
針
の
全
文
は
、
邑
南
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
開
す
る

予
定
で
す
。

【
令
和
６
年
度
の
教
育
の
大
き
な
方
向
性
】

　

現
代
社
会
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
や
社
会
構
造
の
変
化
な

ど
、
町
民
が
抱
え
る
困
難
が
多
様
化
・
複
雑
化
す
る
中

で
、
邑
南
町
の
教
育
の
創
造
を
考
え
た
と
き
、
今
必
要

な
こ
と
は
、
学
校
教
育
及
び
社
会
教
育
を
通
し
て
、
町

民
一
人
一
人
の
自
己
肯
定
感
・
自
己
実
現
な
ど
の
獲
得

的
な
要
素
と
、
人
と
の
つ
な
が
り
や
協
調
的
な
要
素
と

の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
調
和
と
協
調
に
基

づ
く
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ（
身
体
的・精
神
的・社
会
的
に
よ
い

状
態
に
あ
る
こ
と
。短
期
的
な
幸
せ
の
み
な
ら
ず
、生
き
が
い
や
人
生

の
意
義
な
ど
の
将
来
に
わ
た
る
持
続
的
な
幸
せ
を
含
む
概
念
の
こ

と
）を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
そ
の
こ
と
を
よ
り
確
固
た
る
も
の
に
し
て

い
く
た
め
に
、
生
命
の
安
全
・
安
心
を
誰
も
が
感
じ
ら

れ
る
よ
う
に
、
危
機
管
理（
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
）を
徹

底
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
、

次
の
教
育
委
員
会
の
所
管
す
る
主
な
施
策
を
展
開
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

１
．
学
校
教
育

１
．
学
校
教
育

　
多
様
性
教
育
の
推
進
／
様
々
な
課
題
を
抱
え
る
子
ど
も
た
ち

へ
の
支
援
／
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
を
実
現
す
る
た
め

の
授
業
改
革
／
学
校
部
活
動
の
地
域
連
携
や
地
域
ク
ラ
ブ
活
動

へ
の
移
行
／
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ス
ク
ー
ル
の
導
入
」
及
び
「
地

域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
」
／
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活
用
／
ふ
る

さ
と
学
習
・
キ
ャ
リ
ア
学
習
／
情
報
活
用
教
育
や
読
解
力
育
成

の
推
進

２
．
生
涯
学
習

２
．
生
涯
学
習

　
社
会
教
育
の
推
進
／
共
生
社
会
の
実
現
／
社
会
体
育
の
推
進

／
図
書
館
／
文
化
財
関
係
／
食
育
推
進
／
学
校
給
食

３
．
施
設
の
改
修
等

３
．
施
設
の
改
修
等

　
学
校
施
設
関
係
／
生
涯
学
習
施
設
関
係

邑
南
町
教
育
委
員
会 

教
育
方
針
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　主な普通建設事業費

会　　計 令和６年度 令和５年度 比較増減 増減率
一般会計 159億5,100万円  159億7,100万円 △2,000万円 △0.1% 
特別会計 23億6,450万円 34億3,600万円 △10億7,150万円 △31.2% 

 国民健康保険 12億9,300万円 13億2,000万円 △2,700万円 △2.0% 
 直営診療所 1億3,850万円 1億3,450万円 400万円 3.0% 
 後期高齢者医療 4億1,200万円 3億7,350万円 3,850万円 10.3% 
 下水道 ― 10億4,000万円 △10億4,000万円 皆減
 電気通信 5億2,100万円 5億6,800万円 △4,700万円 △8.3% 

総　合　計 183億1,550万円 194億   700万円 △10億9,150万円 △5.6%

令和 6 年度当初予算と令和 5 年度当初予算の比較

※千円以下を四捨五入しているため、実際の額と差異が生じています。

一般会計は、昨年度と比べて
2 千万円減額総額 183億1,550万円

　主 な 事 業
　　（普通建設事業を除く新規・拡充分）
・邑南町 20 周年事業　　　　　　　　　　　468万6千円
・第一～第三邑学館運営費　　　　　　　　2,865万5千円
・矢上高校通学環境整備事業費　　　　　　　595万7千円
・邑南町重要計画策定事業費　
　（第３次総合振興計画等３計画の策定費）　　　　1,981万8千円
・地域運営組織設立推進事業費　　　　　　2,262万7千円
・民間保育所運営対策事業補助費　　　　　7,573万7千円
・放課後児童健全育成事業　　　　　　　　4,477万2千円
・病児・病後児保育事業
　（物価高騰対策分を含む）　　　　　　　　　1,965万5千円
・子ども等医療費（物価高騰対策分を含む）　　3,248万8千円
・不妊治療推進事業費
　（物価高騰対策分を含む）　　　　　　　　　　242万6千円
・おむつ等定期便事業費　　　　　　              62万９千円
・マタニティベジボックス事業　　　　　     　79万2千円
・電動農機具普及促進事業費　　　　　　　　　　　100万円
・道路維持費　　　　　　　　　　　　　　7,157万8千円
・除雪費　　　　　　　　　　　　　　 1億5,689万2千円
・町内各施設解体事業費
　（公営住宅３箇所等７施設の解体・解体準備費用） 　　　　　3,005万円
・老朽危険空き家除去支援事業費　　　　　　　 500万円

・道の駅瑞穂整備事業　　　　　　　20億3,322万4千円
・小さな拠点づくりモデル地区推進事業費　　　4,567万9千円
・脱炭素先行地域づくり事業費 　 　　3億5,405万6千円
・口羽ターミナル整備事業費　　　　　　　　　2,410万4千円
・地籍調査費  　　　　　　　　         　１億4,368万円
・森林研究・整備機構造林受託事業費 　　 　　　6,156万円
・いわみ温泉活用施設等改修事業費　　　 5,316万3千円
・薪ボイラー設置事業費   　　　　　　　　　8,443万6千円
・道路新設改良費
　（高見宇都井線・簾金比羅線等９路線）　 　3億4,334万5千円
・ 公営住宅ストック改善事業費
　（三本松団地・矢上団地）　  　　　　　 　　　 6,378万6千円
・若者定住住宅建設事業費（日貫）　　　　4,588 万 9 千円
・消防ポンプ車整備費   　　　　 　　  2,812 万 6 千円
・小中学校 LED 照明工事費　　　 　　　4,240万2千円
・石見中学校建設事業費　　　 　　　7億8,497万9千円

　邑南町の令和６年度当初予算が３月に行われた議会定例会で可決され、成立しました。一般会計予
算額は、昨年度比 2,000 万円減額（△0.1％）の 159 億 5,100 万円の大型予算となっています。
　また、特別会計については、５事業全体で10億7,150万円減額（△31.2％）の23億6,450万円となっ
ています。大幅な減額の要因は、令和６年度から新たに下水道事業が地方公営企業法を適用し、下水
道事業特別会計が皆減すしたためです。下水道事業は、上水道事業と同様に地方公営企業へと移行し
ました（詳細は７ページ参照）。
　令和６年度予算編成では、予算編成のテーマに基づき５つの大項目を設定し予算編成しました。
①物価高騰対策②多様性が尊重され全ての人が力を発揮できる地域社会の実現③少子化対策・こども
政策の抜本強化～地域総がかりの子育ち・子育て環境づくり（子ども条例の具現化）～④人材確保と町
内産業の活力増進⑤行財政改革の着実な実行

・災害備蓄品整備事業費   　　　　　　　　  　550万円
・学校給食費　　　　　　　　　　 　1億4,087万5千円
・小学校教科書改選指導書等整備事業費     　 1,546万2千円

令和 6 年度 邑南町 当初予算の概要
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一般会計　歳入予算（性質別） 一般会計　歳出予算（性質別）

人件費
18億7,726万円
　（11.8％）

普通建設事業費
46億4,188万円
       （29.1％）

繰出金
8億6,212万円
　　 （5.4％）

補助費等
37億9,967万円
　  （23.8％）

扶助費
13億6,159万円
　　 （8.5％）

公債費
15億7,500万円
　　 （9.9％）

投資的経費
29.1％

その他
5億8,586万円
　　 （3.7％）

物件費
12億4,462万円
　　  （7.8％）

義務的経費
30.2％

その他の
　経費

　40.7％

災害復旧事業費
　　300万円（0.0％）

歳出総額

約159億　　

　　5,100万円

町税
10億5,954万円
（6.6％）

地方交付税
61億745万円
（38.3％）

国庫支出金
18億1,816万円

（11.4％）

県支出金
14億4,473万円

（9.1％）

町債
34億6,104万円

（21.7％）

その他
5億3,460万円

（3.3％）

分担金及び負担金
1億2,579万円（0.8％）

その他 3億1,289万円
                 （2.0％）

使用料及び手数料
1億4,737万円（0.9％）

依存財源
83.8％

歳入総額
約159億5,100万円

自主財源
16.2％

繰入金 7億3,942万円
　　　　　  （4.6％）

寄附金 2億1万円（1.3％）

基金（積立・定額運用）残高の状況

4,951
5,142

5,430
5,2755,275

5,891
5,7815,420

5,403

5,913

3,000

4,000

5,000

6,000

H27 R2R1H30H29H28 　R5
（見込み）

R4R3
〈年度末〉

　R6
（見込み）

単位：百万円

町債（借入金）現在高の状況町債（借入金）現在高の状況

H27 R2R1H30H29H28 　R5
（見込み）

R4R3
〈年度末〉

　R6
（見込み）

10,000

20,000

30,000

0

単位：百万円

14,44614,446
12,69612,69612,73912,73913,13813,13813,71413,714 14,40714,40713,38213,38213,31013,31013,03313,033

18,74018,740

11,20411,204 10,58810,588
6,6506,650 6,3476,347 5,8215,821 5,4385,438 5,0535,053 4,8794,879 4,7944,794

1,1901,190

※簡易水道事業は平成29年度から、下水道事業は令和６年度から公営企業会計（法適用）へ

町債（借入金）現在高の状況
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　法適用により会計方式が、これまでの官公庁会計の現金主義・単式簿記から、公営企業会計の発生主義・
複式簿記となり、貸借対照表や損益計算書等の財務諸表を作成することになります。官公庁会計は単年度の
現金収支を記録する方法で、シンプルでわかりやすい反面、資産や負債情報が不足しているため、長期的な
投資計画が立てにくい欠点があります。

邑南町下水道事業は地方公営企業法を適用しました
　邑南町下水道事業は令和６年4月から、経営の効率化、健全化を図るため、地方公営企業法の全部を
適用し、地方公営企業となりました。

◆地方公営企業とは　　　　　　　　　　
　地方公共団体が住民の福祉の増進を図るため、上下水道等の公共サービスを
一般会計から独立して行う企業です。
◆官公庁会計から公営企業会計へ　　　　

　資本的収支の不足額20,765万円は、当年度分留保資金
（減価償却費等現金支出を伴わないもの）で補てんします。

令和６年度  下 水 道下 水 道 事 業 会 計 予 算 実 施 計 画 　 単位：万円（税込み）

◆公営企業会計のメリット　　　　　　　
　公営企業会計の経理では、全ての資産、負債、資本について、それぞれ帳簿を備えて増減を記帳します。貸借
対照表や損益計算書等の財務諸表を作成することで、資産情報や損益情報等の経営情報を明確に把握し、中長
期的な視点に立った計画的な経営基盤の強化に取り組むことが可能になります。
　経営状況を的確に把握し将来の経営計画に役立て、資産の情報を活用し、下水道管及び施設の老朽化対策や
更新を計画的に進め、今後も安定的な事業運営に努めていきます。

19,056
建設改良費

企業債償還金

他会計補助金
（一般会計）

国庫補助金

企業債借入

収　入

収支不足額

６億9,122万円 ４億8,357万円
支　出

24,210

5,752

16,816

20,765

50,066

工事負担金等
1,579

8,372

下水道使用料等
18,936

他会計補助金
（一般会計）

36,616

その他収入

維持管理費
28,788

減価償却費
40,253

支払利息他

支　出
７億7,413万円

収　入
7億7，413万円

21,861

令和６年度  水 道水 道 事 業 会 計 予 算 の 概 要 　 単位：万円（税込み）

　 給水収益は減少傾向で、前年度より42万円減、そ
の他の収入を合わせた総額は4億3万円となる見込み
です。支出は、支
払利息が減少す
る一方、水道設
備の更新に伴う
減価償却費の増
加を見込んでお
り、支出総額は3
億9,494万円とな
る見込みです。

　主な建設改良事業として、管路耐震化のための測量及
び改良工事2億2,572万円、遠方監視システム更新事業1,089
万円、その他機械設備更
新事業3,128万円等を予
定し、総額は6億4,427万
円となる見込です。収支
不足額は、当年度分消費
税及び地方消費税資本
的収支調整額、過年度分
及び当年度分損益勘定
留保資金（減価償却費等現
金支出を伴わないもの）で
補てんします。

◆収益的収支（水道水を供給するための予算） ◆資本的収支（水道施設を整備するための予算）

36,830
建設改良費

企業債償還金

他会計補助金
（一般会計）

国庫補助金

企業債借入

収　入

その他収支不足額

６億4,427万円 ４億６,921万円
支　出

23,830

8,766

12,358

1,96717,506

27,597
水道料金
21,276

加入金他
87

他会計補助金
（一般会計）

12,078

長期前受金

収支差引 その他収入　59

6,503

509

維持管理費
10,774

減価償却費他
24,503

支払利息他
4,217

支　出
3億9,494万円

収　入
４億3万円

◆収益的収支（日々の事業を運営するための取引） ◆資本的収支（下水道施設の整備や更新のための取引）
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こ
の
た
び
、
任

期
満
了
に
よ
り
、

副
町
長
を
退
任
い

た
し
ま
し
た
。

　

社
会
情
勢
が
大

き
く
変
動
す
る
中
に
あ
っ
て
、
町
民
の

皆
様
か
ら
の
ご
指
導
や
ご
協
力
を
賜
り
、

ま
ち
づ
く
り
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
は
身
に
余

る
光
栄
で
す
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

今
後
は
、
一
町
民
と
し
て
微
力
な
が

ら
ま
ち
づ
く
り
の
お
役
に
立
て
れ
ば
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
し
た
が
、
邑
南
町
の

益
々
の
発
展
と
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
退
任
の
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
長
い
間
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
３
月
31
日
付
け
で
、
平
成

28
年
４
月
か
ら
２
期
８
年
間
に
わ
た
り
、

町
政
に
携
わ
っ
た
日
高
輝
和
副
町
長
が

退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

４
月
１
日
付
け

で
邑
南
町
副
町
長

に
就
任
い
た
し
ま

し
た
。
そ
の
責
務

の
重
大
さ
を
痛
感

し
て
お
り
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

邑
南
町
で
は
、
現
在
、
行
財
政
の
改
善

や
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
基
づ
く

取
り
組
み
を
進
め
る
一
方
、
第
３
次
邑
南

町
総
合
振
興
計
画
等
の
策
定
に
、
令
和
６

年
度
か
ら
着
手
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
取
組
を
、
町
民
の
皆
さ
ま

の
参
画
の
も
と
進
め
て
参
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
町
職
員
と

し
て
の
知
識
と
経
験
を
生
か
し
、
邑
南
町

長
を
補
佐
し
、
誠
心
誠
意
、
全
力
を
尽
く

す
所
存
で
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
ご
指
導
、
ご
鞭べ

ん
た
つ撻
を
賜
り
ま

す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

白
須
寿　
新
副
町
長　

　
　
　
　
　
　
　
就　
　
任

日
高
輝
和　
前
副
町
長

　
　
　
　
　
　
　
退　
任

　

令
和
６
年
４
月
１
日
付
け
で
、
財
務

課
長
、
産
業
支
援
課
長
等
を
務
め
ら
れ

た
、
白
須
寿
副
町
長
が
就
任
し
ま
し
た
。

任
期
は
４
年
で
す
。

新入職員のみんなを
　　よろしくナン !!

福
ふ く い

井 航
こう

【配属】産業支援課
【抱負】邑南町の皆様の力にな
れるよう、日々様々な業務に
全力で取り組んでいきます。

奥
おくむら

村 真
し ん じ

治
【配属】地域みらい課
【抱負】大きなことをなせる
よう、まずは小さなことか
ら頑張ります。

國
く に し

司 明
あ す か

日香
【配属】保健課
【抱負】皆さんと健康な
地域をつくりたいです。
住み・働きながら、邑南
町の魅力を見つけます。

岩
いわもと

本 千
ち ひ ろ

尋
【配属】保健課
【抱負】看護師としての
経験を活かし、地域の方
の健康を守れるよう頑張
りたいです。

令和６年４月１日付け　新規規採用職員 紹介
伊
い ば ら

原 青
そ ら

空
【配属】保健課
【抱負】皆様から信頼され
る保健師になれるよう、
コミュニケ―ションを大
切にしながら頑張ります。

宮
み や た

田 直
な お き

樹
【配属】学びのまち推進課
【抱負】町民の方々が安心し
て過ごせる学校づくりがで
きるよう、頑張ります。
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口
羽
小
学
校
２
年　
茂も

く

だ
久
田
海う

み珠
さ
ん

　
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
で
全
国
表
彰
！

令和６年度邑南町地域おこし協力隊を紹介します！
　邑南町の地域おこし協力隊５人が、新たに委嘱されました。雲井の里での農産物直売の支援、
神紅の栽培、林業の振興、情報通信技術（ICT）の学校教育への活用推進等に携わります。

　
第
69
回
青
少
年
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル（
応
募
総

数
約
２
６
０
万
点
）の
小
学
校
低
学
年
の
部
で
、
口
羽

小
学
校
２
年（
受
賞
時
）の
茂
久
田
海
珠
さ
ん
の
感
想
文

「
も
っ
と
知
り
た
く
な
っ
た
よ
」
が
、
全
国
学
校
図
書

館
協
議
会
長
賞
優
良
作
品
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
昆
虫
な
ど
の
生
き
物
が
大
好
き
な
茂
久
田
さ
ん
は
、

課
題
図
書
に「
う
ま
れ
て
く
る
よ
海
の
な
か
」（
か
ん
ち

く
た
か
こ
作
／
ア
リ
ス
館
出
版
）を
選
び
ま
し
た
。

　
卵
の
守
り
方
に
つ
い
て
、
大
好
き
な
昆
虫
と
比
較
し

な
が
ら
、
海
の
生
き
物
が
懸
命
に
子
育
て
す
る
姿
へ
の

思
い
を
つ
づ
り
ま
し
た
。

　
ほ
ぼ
毎
日
本
を
読
む
と
い
う
茂
久
田
さ
ん
で
す
が
、

読
書
感
想
文
は
初
め
て
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、「（
文
章

の
）最
初
は
一
マ
ス
空
け
た
り
、
句
読
点
を
つ
け
た
り

頑
張
っ
た
」
と
文
章
表
現
に
注
意
し
た
そ
う
で
す
。

　
学
校
の
先
生
か
ら
受
賞
に
つ
い
て
教
え
て
も
ら
っ
た

時
を
、「
う
れ
し
く
な
っ
た
」
と
振
り
返
り
、「
こ
れ
か

ら
も
も
っ
と
本
を
読
み
た
い
」と
笑
顔
で
語
り
ま
し
た
。

記
念
の
賞
状
と
楯
を
手
に
す
る
茂
久

田
さ
ん（
左
）と
石
橋
町
長

鳥
獣
被
害
か
ら
地
域
を
守
る
！

　
　
　
鳥
獣
被
害
対
策
研
修
会
が
開
催

　

鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
の
対
策
に
つ
い

て
学
ぶ
研
修
会
が
３
月
２
日
、
健
康
セ
ン
タ
ー

元
気
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県
中
山
間
地
域

研
究
セ
ン
タ
ー
や
県
西
部
農
林
水
産
振
興
セ

ン
タ
ー
の
担
当
職
員
ら
が
、
動
物
の
習
性
や
防

護
柵
を
設
置
す
る
上
で
の
注
意
点
、
地
域
ぐ
る

み
で
の
対
策
等
に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。

　

県
中
山
間
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
の
坂
倉
健

太
主
任
研
究
員
は
、
農
作
物
へ
大
き
な
被
害
を

も
た
ら
す
イ
ノ
シ
シ
の
生
態
に
つ
い
て
紹
介
。

高
い
学
習
能
力
と
運
動
能
力
で
、
田
畑
へ
の
進

入
路
を
見
つ
け
る
た
め
、
電
気
柵
を
隙
間
な
く

囲
う
こ
と
等
を
提
言
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
地
域
ぐ
る
み
で
、
動
物
た
ち
の

餌
場
と
な
る
場
所
を
記
し
た
地
図
を
作
成
し

た
事
例
の
紹
介
や
狩
猟
免
許
取
得
と
講
習
会

の
開
催
等
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
有
害
鳥
獣
を
捕
獲
す
る
箱
わ
な
の
贈

呈
式
も
あ
り
、
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
島
根
お
お
ち
地
区

本
部
の
服
部
幸
信
本
部
長
か
ら
、
石
橋
町
長
へ

目
録
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

イ
ノ
シ
シ
の
生
態
を
解
説

す
る
坂
倉
主
任
研
究
員

目録を受け取る石橋町長（左）

課
題
図
書「
う
ま
れ
て

く
る
よ
海
の
な
か
」
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邑南町行政機構・人員配置

課
名
・
室
名

課
長
等

グ
ル
ー
プ・係
名

課
長
補
佐
等

係
長
等

課　
員

事
務
分
掌

議会
議
会
事
務
局

井
上
義
博
総
務
係
、議
事
調
査
係

田
中
利
明

議
会
運
営
／
各
委
員
会
運
営　
○
監
査
委
員

邑　南　町　役　場　　　　　　　　　　
総
務
課

大
賀　
定
行
政
グ
ル
ー
プ

新
屋
聡
士

橋
本
尚
也　
静
間
啓
史　
中
村
萌
美　
俵　
悠
大

植
田
ほ
の
香　
笹
田
浩
司

人
事
／
職
員
管
理
／
条
例
／
個
人
情
報
保
護
／
文

書
管
理
／
秘
書
／
栄
典
／
寄
附
行
為
／
行
政
連
絡

／
公
聴
／
地
縁
団
体
／
行
財
政
改
革
／
危
機
管
理

／
防
災
／
消
防
／
防
犯
／
国
民
保
護
／
米
軍
飛
行

騒
音
／
原
子
力
安
全
対
策
／
交
通
安
全

危
機
管
理
グ
ル
ー
プ

原
田
千
恵
美

人
事
グ
ル
ー
プ

大
田
真
司

資
産
経
営
課

沖
野
弘
輝
入
札
・
庁
舎
管
理
グ
ル
ー
プ
森
脇
充
洋

仁
柿
雅
裕　
宇
津
田
俊
哉　
三
浦
翔
斗　
井
上
美
佳
入
札
／
公
有
財
産
管
理
／
公
営
住
宅
／
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画

小
畑
芳
秋
資
産
管
理
グ
ル
ー
プ

情
報
み
ら
い

　
　
　
創
造
課
柳
川
修
司

D
X
推
進
グ
ル
ー
プ

新
井
紀
弘

谷
口
晴
香　
大
久
保
光
機　
日
高
郁
弥

勝
部
真
太
朗

Ｄ
Ｘ
推
進
／
情
報
シ
ス
テ
ム
管
理
／
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
管
理
／
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
／
広
報
・
情
報
発

信
／
防
災
無
線
管
理
／
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業

情
報
調
整
グ
ル
ー
プ

古
柳
秀
明

地
域
み
ら
い
課
田
村　
哲

生
活
交
通
グ
ル
ー
プ

砂
田
健
史

湯
浅
孝
史　
上
田　
賢　
藤
本　
亮　
上
田
直
明

清
水
宏
輔　
日
高
雅
貴　
奥
村
真
治　
板
屋
愛
子

定
住
対
策
／
広
域
行
政
／
地
域
振
興
／
交
通
確
保

対
策
／
研
修
制
度
／
自
治
会
／
矢
上
高
等
学
校
振

興
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
／
出
身
者
会
／
日
本
一
の
子
育

て
村
推
進
／
総
合
計
画
／
企
画
会
議
及
び
事
業
調

整
／
統
計
／
行
政
評
価
／
住
宅
相
談
セ
ン
タ
ー
／

脱
炭
素
推
進
／
道
の
駅
再
整
備

定
住
グ
ル
ー
プ

小
笠
原
淳

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
第
１
グ
ル
ー
プ

岸　
慎
也
藤
田
浩
司

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
第
２
グ
ル
ー
プ

安
田
和
史

財
務
課

三
上
和
彦
財
政
グ
ル
ー
プ

森
田
政
徳
新
屋
裕
美

上
口
美
帆　
河
野
哲
典　
小
玉
典
世　
伊
東
真
輝

三
宅
星
也　
石
田
愛
香　
伊
藤
好
寿

予
算
／
地
方
債
／
決
算
統
計
／
財
政
計
画
／
町
民

税（
個
人・法
人
）／
固
定
資
産
税
／
国
保
税
／
軽
自

動
車
税
／
た
ば
こ
税
／
入
湯
税
／
税
外
債
権

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

住
民
税
グ
ル
ー
プ

神
座
一
人

資
産
税
グ
ル
ー
プ

池
永
義
将
服
部
幸
朗

出
納
室

三
上
和
彦

（
会
計
管
理
者
）
庶
務
グ
ル
ー
プ

日
高
和
美

八
田
千
晴　
川
取
雅
也

出
納
／
決
算
／
物
品

町
民
課

秋
田
敏
子

住
民
グ
ル
ー
プ

小
形
め
ぐ
み

湯
浅
康
平　
河
井
美
穂　
松
本
直
子　
鈴
木　
麗

柳
幸
美
和

戸
籍
／
住
民
登
録
／
印
鑑
登
録
／
年
金
／
選
挙
／

パ
ス
ポ
ー
ト
発
給
／
消
費
者
行
政
／
人
権
／
国
民

健
康
保
険
／
国
保
直
営
診
療
所
／
後
期
高
齢
者
医

療
／
斎
場
／
墓
地
／
男
女
共
同
参
画
／
環
境
衛
生・

保
全
／
飲
料
水
供
給
／
公
害
／
水
質
汚
濁
／
狂
犬

病
予
防
／
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付

○
選
挙
管
理
委
員
会

国
保
・
環
境
グ
ル
ー
プ

森
田
学
治

片
桐
政
彦

小
笠
原
秀
彦

賀
美　
敦

北
野
将
志

邑　南　町　役　場　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
矢
上
診
療
所

宮
本
雄
一
診
療
所
グ
ル
ー
プ

佐
藤
匡
裕

服
部
真
実　
笹
田
千
尋

医
療
福
祉
政
策
課

坂
本
晶
子

地
域
福
祉
グ
ル
ー
プ

峡
戸
真
理
恵

服
部　
玲　
伊
藤
紗
代　
河
内
洋
子　
静
間
翔
子

北
野
沙
央
里　
沖　
利
奈　
古
川
寛
人

地
域
福
祉
／
障
が
い
者
福
祉
／
日
赤
／
介
護
保
険

／
介
護
予
防
／
高
齢
者
福
祉
／
法
人
支
援
／
児
童

福
祉
／
生
活
保
護
／
民
生
児
童
委
員
／
地
域
医
療

体
制
確
保　
・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　
・
福

祉
事
務
所　
・
子
ど
も
ま
る
ご
と
相
談
室

障
が
い
福
祉
グ
ル
ー
プ

三
上
瑞
恵

子
ど
も
ま
る
ご
と
相
談
グ
ル
ー
プ

安
田
裕
子
竹
野
勝
治

地
域
包
括
グ
ル
ー
プ

南
原
美
穂
子

医
療
政
策・人
材
確
保
グ
ル
ー
プ

植
田
靖
子　
天
津
兼
房

産
業
支
援
課

小
笠
原
誠
治

商
工
グ
ル
ー
プ

一
岡
洋
治

日
野
貴
志
郎　
奈
須
圭
嗣　
尾
谷　
亮　
梅
田　
遼

八
田
裕
貴　
森
田
恭
平　
福
井　
航　
尼
川
青
乃

髙
橋
駿
人　
金
山　
功　
日
高
直
喜

商
工・観
光
振
興
／
労
働
行
政
／
特
産
品
開
発
／
企

業
支
援・誘
致
／
都
市
交
流
／
ふ
る
さ
と
寄
附
／
無

料
職
業
紹
介
所
／
農
業・林
業
振
興
／
米
政
策
／
担

い
手
育
成
／
園
芸
振
興
／
新
規
就
農
者
支
援
／
環

境
保
全
型
農
業
／
鳥
獣
被
害
対
策
／
畜
産
振
興
／

地
産
地
消
推
進
／
造
林
事
業
／
保
安
林
／
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
利
用
／
６
次
産
業
化　
○
農
業
委
員
会

観
光
グ
ル
ー
プ

岩
本
伸
司

農
業
グ
ル
ー
プ

森
田
健
司

林
業
グ
ル
ー
プ

三
浦
雄
一
郎

建
設
課

上
田　
修
農
林
土
木
グ
ル
ー
プ

今
手
景
祐　
惣
田　
智

山
根
一
弘　
小
西
裕
真　
玉
木
俊
宏　
中
村
晃
久

梶
谷
悠
介　
小
谷
新
太

町
道
／
除
雪
／
河
川
／
災
害
／
農
道
／
林
道
／
治

山
／
土
地
改
良（
徴
収
含
む
）／
地
籍
調
査

土
木
維
持
グ
ル
ー
プ

小
笠
原
清

地
籍
グ
ル
ー
プ

松
本
義
文
矢
上
博
一

水
道
課

高
瀬
満
晃
総
務
グ
ル
ー
プ

寺
本
章
子

森
脇　
祐　
漆
谷
健
太　
平
野
健
吾

下
水
道
／
生
活
排
水
／
上
水
道

上
水
道
グ
ル
ー
プ

和
田　
功

下
水
道
グ
ル
ー
プ

瀧
本
伸
二
三
宅
正
浩　
角
矢
永
嗣

保
健
課

岩
井
和
也
総
務
グ
ル
ー
プ

田
村
由
理
三
上
英
志　
岡
本
章
夫

森
脇
梓
里　
渡
部
由
紀
子

石
橋
め
ぐ
み　
森
田
英
恵

渡
邊
ひ
と
み　
豊
田
円
香　
大
島
萌
々
果　
竹
内
芳
騎

下
橋
な
な
子　

佐
野
愛
華　
國
司
明
日
香　
伊
原
青
空

岩
本
千
尋

成
人
保
健
／
母
子
保
健
／
健
康
増
進
／
精
神
保
健

／
予
防
接
種
／
感
染
症
対
策
／
国
保
後
期
高
齢
者

保
健
事
業
／
献
血

保
健
グ
ル
ー
プ

上
田
千
香
子

健
康
増
進
グ
ル
ー
プ

沖
野
幾
子

瑞穂支所
瑞
穂
支
所

三
浦
康
孝
窓
口
グ
ル
ー
プ

甲
山
尚
江
藤
田
睦
弘　
柳
幸
二
郎

佐
々
木
淳
子　
櫻
尾
綾
子

寺
本
有
加　
高
橋
昌
宏　
林　
享
佑　
束
村
実
菜
子

町
民
税
／
固
定
資
産
税
／
国
保
税
／
戸
籍
／
住
民

登
録
／
国
民
年
金
／
国
民
健
康
保
険
／
介
護
保
険

／
高
齢
者
福
祉

施
設
管
理
グ
ル
ー
プ

小
笠
原
昭
寺
本
典
明　
藤
原
大
祐

支
所
管
理
／
上
水
道
／
生
活
排
水
／
町
道
／
農
道

／
林
道
／
農
政
／
畜
産
／
林
政
／
商
工
観
光
／
公

営
住
宅

羽須美支所
羽
須
美
支
所

三
上　
徹
窓
口
グ
ル
ー
プ

本
多
真
由
美

三
上
孝
志　
栗
原
麻
希　
村
本
菜
摘　
葊
田
光
佑

森
田
一
平

町
民
税
／
固
定
資
産
税
／
国
保
税
／
戸
籍
／
住
民

登
録
／
国
民
年
金
／
国
民
健
康
保
険
／
介
護
保
険

／
高
齢
者
福
祉
／
地
域
振
興

施
設
管
理
グ
ル
ー
プ

永
井
智
行
藤
原　
智　
寺
本
雅
也

支
所
管
理
／
上
水
道
／
生
活
排
水
／
町
道
／
農
道

／
林
道
／
農
政
／
畜
産
／
林
政
／
商
工
観
光
／
公

営
住
宅

町長
石橋良治

副町長
　白須　寿

教育長
　大橋　覚



11 広報おおなん 2024.4

課
名
・
室
名

課
長
等

グ
ル
ー
プ・係
名

課
長
補
佐
等

係
長
等

課　
員

事
務
分
掌

議会
議
会
事
務
局

井
上
義
博
総
務
係
、議
事
調
査
係

田
中
利
明

議
会
運
営
／
各
委
員
会
運
営　
○
監
査
委
員

邑　南　町　役　場　　　　　　　　　　
総
務
課

大
賀　
定
行
政
グ
ル
ー
プ

新
屋
聡
士

橋
本
尚
也　
静
間
啓
史　
中
村
萌
美　
俵　
悠
大

植
田
ほ
の
香　
笹
田
浩
司

人
事
／
職
員
管
理
／
条
例
／
個
人
情
報
保
護
／
文

書
管
理
／
秘
書
／
栄
典
／
寄
附
行
為
／
行
政
連
絡

／
公
聴
／
地
縁
団
体
／
行
財
政
改
革
／
危
機
管
理

／
防
災
／
消
防
／
防
犯
／
国
民
保
護
／
米
軍
飛
行

騒
音
／
原
子
力
安
全
対
策
／
交
通
安
全

危
機
管
理
グ
ル
ー
プ

原
田
千
恵
美

人
事
グ
ル
ー
プ

大
田
真
司

資
産
経
営
課

沖
野
弘
輝
入
札
・
庁
舎
管
理
グ
ル
ー
プ
森
脇
充
洋

仁
柿
雅
裕　
宇
津
田
俊
哉　
三
浦
翔
斗　
井
上
美
佳
入
札
／
公
有
財
産
管
理
／
公
営
住
宅
／
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画

小
畑
芳
秋
資
産
管
理
グ
ル
ー
プ

情
報
み
ら
い

　
　
　
創
造
課
柳
川
修
司

D
X
推
進
グ
ル
ー
プ

新
井
紀
弘

谷
口
晴
香　
大
久
保
光
機　
日
高
郁
弥

勝
部
真
太
朗

Ｄ
Ｘ
推
進
／
情
報
シ
ス
テ
ム
管
理
／
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
管
理
／
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
／
広
報
・
情
報
発

信
／
防
災
無
線
管
理
／
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業

情
報
調
整
グ
ル
ー
プ

古
柳
秀
明

地
域
み
ら
い
課
田
村　
哲

生
活
交
通
グ
ル
ー
プ

砂
田
健
史

湯
浅
孝
史　
上
田　
賢　
藤
本　
亮　
上
田
直
明

清
水
宏
輔　
日
高
雅
貴　
奥
村
真
治　
板
屋
愛
子

定
住
対
策
／
広
域
行
政
／
地
域
振
興
／
交
通
確
保

対
策
／
研
修
制
度
／
自
治
会
／
矢
上
高
等
学
校
振

興
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
／
出
身
者
会
／
日
本
一
の
子
育

て
村
推
進
／
総
合
計
画
／
企
画
会
議
及
び
事
業
調

整
／
統
計
／
行
政
評
価
／
住
宅
相
談
セ
ン
タ
ー
／

脱
炭
素
推
進
／
道
の
駅
再
整
備

定
住
グ
ル
ー
プ

小
笠
原
淳

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
第
１
グ
ル
ー
プ

岸　
慎
也
藤
田
浩
司

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
第
２
グ
ル
ー
プ

安
田
和
史

財
務
課

三
上
和
彦
財
政
グ
ル
ー
プ

森
田
政
徳
新
屋
裕
美

上
口
美
帆　
河
野
哲
典　
小
玉
典
世　
伊
東
真
輝

三
宅
星
也　
石
田
愛
香　
伊
藤
好
寿

予
算
／
地
方
債
／
決
算
統
計
／
財
政
計
画
／
町
民

税（
個
人・法
人
）／
固
定
資
産
税
／
国
保
税
／
軽
自

動
車
税
／
た
ば
こ
税
／
入
湯
税
／
税
外
債
権

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

住
民
税
グ
ル
ー
プ

神
座
一
人

資
産
税
グ
ル
ー
プ

池
永
義
将
服
部
幸
朗

出
納
室

三
上
和
彦

（
会
計
管
理
者
）
庶
務
グ
ル
ー
プ

日
高
和
美

八
田
千
晴　
川
取
雅
也

出
納
／
決
算
／
物
品

町
民
課

秋
田
敏
子

住
民
グ
ル
ー
プ

小
形
め
ぐ
み

湯
浅
康
平　
河
井
美
穂　
松
本
直
子　
鈴
木　
麗

柳
幸
美
和

戸
籍
／
住
民
登
録
／
印
鑑
登
録
／
年
金
／
選
挙
／

パ
ス
ポ
ー
ト
発
給
／
消
費
者
行
政
／
人
権
／
国
民

健
康
保
険
／
国
保
直
営
診
療
所
／
後
期
高
齢
者
医

療
／
斎
場
／
墓
地
／
男
女
共
同
参
画
／
環
境
衛
生・

保
全
／
飲
料
水
供
給
／
公
害
／
水
質
汚
濁
／
狂
犬

病
予
防
／
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付

○
選
挙
管
理
委
員
会

国
保
・
環
境
グ
ル
ー
プ

森
田
学
治

片
桐
政
彦

小
笠
原
秀
彦

賀
美　
敦

北
野
将
志

邑　南　町　役　場　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
矢
上
診
療
所

宮
本
雄
一
診
療
所
グ
ル
ー
プ

佐
藤
匡
裕

服
部
真
実　
笹
田
千
尋

医
療
福
祉
政
策
課

坂
本
晶
子

地
域
福
祉
グ
ル
ー
プ

峡
戸
真
理
恵

服
部　
玲　
伊
藤
紗
代　
河
内
洋
子　
静
間
翔
子

北
野
沙
央
里　
沖　
利
奈　
古
川
寛
人

地
域
福
祉
／
障
が
い
者
福
祉
／
日
赤
／
介
護
保
険

／
介
護
予
防
／
高
齢
者
福
祉
／
法
人
支
援
／
児
童

福
祉
／
生
活
保
護
／
民
生
児
童
委
員
／
地
域
医
療

体
制
確
保　
・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　
・
福

祉
事
務
所　
・
子
ど
も
ま
る
ご
と
相
談
室

障
が
い
福
祉
グ
ル
ー
プ

三
上
瑞
恵

子
ど
も
ま
る
ご
と
相
談
グ
ル
ー
プ

安
田
裕
子
竹
野
勝
治

地
域
包
括
グ
ル
ー
プ

南
原
美
穂
子

医
療
政
策・人
材
確
保
グ
ル
ー
プ

植
田
靖
子　
天
津
兼
房

産
業
支
援
課

小
笠
原
誠
治

商
工
グ
ル
ー
プ

一
岡
洋
治

日
野
貴
志
郎　
奈
須
圭
嗣　
尾
谷　
亮　
梅
田　
遼

八
田
裕
貴　
森
田
恭
平　
福
井　
航　
尼
川
青
乃

髙
橋
駿
人　
金
山　
功　
日
高
直
喜

商
工・観
光
振
興
／
労
働
行
政
／
特
産
品
開
発
／
企

業
支
援・誘
致
／
都
市
交
流
／
ふ
る
さ
と
寄
附
／
無

料
職
業
紹
介
所
／
農
業・林
業
振
興
／
米
政
策
／
担

い
手
育
成
／
園
芸
振
興
／
新
規
就
農
者
支
援
／
環

境
保
全
型
農
業
／
鳥
獣
被
害
対
策
／
畜
産
振
興
／

地
産
地
消
推
進
／
造
林
事
業
／
保
安
林
／
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
利
用
／
６
次
産
業
化　
○
農
業
委
員
会

観
光
グ
ル
ー
プ

岩
本
伸
司

農
業
グ
ル
ー
プ

森
田
健
司

林
業
グ
ル
ー
プ

三
浦
雄
一
郎

建
設
課

上
田　
修
農
林
土
木
グ
ル
ー
プ

今
手
景
祐　
惣
田　
智

山
根
一
弘　
小
西
裕
真　
玉
木
俊
宏　
中
村
晃
久

梶
谷
悠
介　
小
谷
新
太

町
道
／
除
雪
／
河
川
／
災
害
／
農
道
／
林
道
／
治

山
／
土
地
改
良（
徴
収
含
む
）／
地
籍
調
査

土
木
維
持
グ
ル
ー
プ

小
笠
原
清

地
籍
グ
ル
ー
プ

松
本
義
文
矢
上
博
一

水
道
課

高
瀬
満
晃
総
務
グ
ル
ー
プ

寺
本
章
子

森
脇　
祐　
漆
谷
健
太　
平
野
健
吾

下
水
道
／
生
活
排
水
／
上
水
道

上
水
道
グ
ル
ー
プ

和
田　
功

下
水
道
グ
ル
ー
プ

瀧
本
伸
二
三
宅
正
浩　
角
矢
永
嗣

保
健
課

岩
井
和
也
総
務
グ
ル
ー
プ

田
村
由
理
三
上
英
志　
岡
本
章
夫

森
脇
梓
里　
渡
部
由
紀
子　
石
橋
め
ぐ
み　
森
田
英
恵

渡
邊
ひ
と
み　
豊
田
円
香　
大
島
萌
々
果　
竹
内
芳
騎

下
橋
な
な
子　

佐
野
愛
華　
國
司
明
日
香　
伊
原
青
空

岩
本
千
尋

成
人
保
健
／
母
子
保
健
／
健
康
増
進
／
精
神
保
健

／
予
防
接
種
／
感
染
症
対
策
／
国
保
後
期
高
齢
者

保
健
事
業
／
献
血

保
健
グ
ル
ー
プ

上
田
千
香
子

健
康
増
進
グ
ル
ー
プ

沖
野
幾
子

瑞穂支所
瑞
穂
支
所

三
浦
康
孝
窓
口
グ
ル
ー
プ

甲
山
尚
江
藤
田
睦
弘　
柳
幸
二
郎

佐
々
木
淳
子　
櫻
尾
綾
子

寺
本
有
加　
高
橋
昌
宏　
林　
享
佑　
束
村
実
菜
子

町
民
税
／
固
定
資
産
税
／
国
保
税
／
戸
籍
／
住
民

登
録
／
国
民
年
金
／
国
民
健
康
保
険
／
介
護
保
険

／
高
齢
者
福
祉

施
設
管
理
グ
ル
ー
プ

小
笠
原
昭
寺
本
典
明　
藤
原
大
祐

支
所
管
理
／
上
水
道
／
生
活
排
水
／
町
道
／
農
道

／
林
道
／
農
政
／
畜
産
／
林
政
／
商
工
観
光
／
公

営
住
宅

羽須美支所
羽
須
美
支
所

三
上　
徹
窓
口
グ
ル
ー
プ

本
多
真
由
美

三
上
孝
志　
栗
原
麻
希　
村
本
菜
摘　
葊
田
光
佑

森
田
一
平

町
民
税
／
固
定
資
産
税
／
国
保
税
／
戸
籍
／
住
民

登
録
／
国
民
年
金
／
国
民
健
康
保
険
／
介
護
保
険

／
高
齢
者
福
祉
／
地
域
振
興

施
設
管
理
グ
ル
ー
プ

永
井
智
行
藤
原　
智　
寺
本
雅
也

支
所
管
理
／
上
水
道
／
生
活
排
水
／
町
道
／
農
道

／
林
道
／
農
政
／
畜
産
／
林
政
／
商
工
観
光
／
公

営
住
宅

※
窓
口
業
務
連
携
・
支
援
の
た
め
、
本
庁
職
員
が
支
所
の
窓
口
で
対
応
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

教育委員会
学
び
の
ま
ち

      

総
務
課

植
田
啓
司
総
務
グ
ル
ー
プ

新
屋
寛
之
松
浦
香
織　
橋
本
有
木
子

石
橋
由
敬  

屋
原
絵
理（
市
木
小
）  

友
澤
眞
由
美（
瑞
穂
中
）  

小
林
由
香（
瑞
穂
小
）  

佐
貫
悦
子（
高
原
小
）　

野
上
小
百
合

（
石
見
中
） 

種　
愛 

（
石
見
東
小
）　

漆
谷
幸
恵（
矢
上
小
）  

細

川
直
美（
日
貫
小
）  

宅
見
雅
子（
羽
須
美
中
）  

日
高
順
子（
阿

須
那
小
）  

永
井
京
子（
口
羽
小
）

教
育
委
員
会
／
規
則
／
学
校
業
務
／
学
校
安
全

／
施
設
管
理
／
ス
ク
ー
ル
バ
ス
／
語
学
普
及
／

就
学
援
助
／
奨
学
金

施
設
管
理
グ
ル
ー
プ

種　
昇
二　
田
澤
憲
司

高
橋　
創

子
ど
も
安
全　

セ
ン
タ
ー

大
橋　
覚

　
　
（
兼
務
）
こ
ど
も
安
全
セ
ン
タ
ー
グ
ル
ー
プ

新
屋
寛
之

　

  

（
兼
務
）

小
笠
原
美
穂
子（
兼
務
）

学
校・通
学
路
の
安
全
管
理
／
防
犯
施
設
／
安
全
教
育

学
び
の
ま
ち

      

推
進
課

原　
拓
矢

共
生
社
会・人
権
教
育
グ
ル
ー
プ

野
田
嘉
彦
原
田
裕
美

藤
井
勇
輝　
宮
田
直
樹　
小
玉
智
教（
口
羽
公
）　

尼
川

雅
之（
布
施
公
）　

植
田
貴
文（
高
原
公
）　

高
村
真
実（
出
羽

公
）　

三
上
隆
史（
市
木
公
）　

藤
井
祥
平（
井
原
公
）　
森
上

慶
一（
矢
上
公
）　 
橋
本
憲
明（
日
貫
公
）　

伊
東
明
洋(

ハ
ン

ザ
ケ
自
然
館)　

小
笠
原
美
穂
子

公
民
館
／
社
会
教
育
／
人
権
・
同
和
教
育
／
社

会
体
育
／
図
書
館
／
ハ
ン
ザ
ケ
自
然
館
／
郷
土

館
／
文
化
振
興
／
文
化
財
／
地
域
づ
く
り
推
進

／
出
前
講
座
／
食
育
の
推
進
／
学
校
給
食
／
特

別
支
援

学
社
連
携・地
域
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

田
村
成
生

山
﨑
浩
昭

有
井
貞
之（
田
所
公
）  

椿　
貴
史（
中
野

公
）  

山
田
英
毅（
日
和
公
）  

佐
々
木
義

彦 

大
野
芳
典  

品
川
淳
子（
図
書
館
）  

三
上
智
之  

日
高
幸
男（
阿
須
那
公
）

◆
こ
の
ほ
か
に
、
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
・
任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
・
会
計
年
度
任
用
職
員
等
、
定
数
に
含
ま
な
い
職
員
も
在
籍
し
て
い
ま
す
。
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顧　問 (任期：令和6年４月１日～令和7年３月31日)

金堀　一郎

石原　晋

日高　洋

作野　広和

【略　歴】
広島大学大学院工学研究科修了、安
田女子大学教授を経て、住宅デザイ
ン研究所所長

【任　務】
●森の恵み暮らす町づくりに関すること
●邑南町の空き家対策に関すること
●公共施設の建築設計・監理に関すること

について助言・提言をいただきます。

【略　歴】
広島大学医学部卒業、公立邑智病院院
長を経て、公立邑智病院名誉院長

【任　務】
●医療、保健、福祉行政の推進に関すること
●邑南町地域医療構想に基づく事業の進

捗管理に関すること
●様々な感染症対策に関することについ

て助言・提言をいただきます。

【略　歴】
九州大学工学部卒業、広島市経済観光局長
を経て、（一社）地域価値共創センター理事

【任　務】
●観光戦略に関すること
●広島広域都市圏事業全般に関すること
●邑南町ゼロカーボンシティ宣言（脱炭素選

考地域づくり事業）に関すること
●おおなんきらりエネルギー㈱の事業に関す

ることに助言・提言をいただきます。
【略　歴】

広島大学大学院文学研究科修了、島根
大学准教授を経て、島根大学教授

【任　務】
●地域コミュニティ政策に関すること
●教育の魅力化に関することについて助

言・提言をいただきます。

退職者（令和６年３月31日付け）

後期高齢派遣広域連合派遣
岩本竜太郎（令和６年４月１日から３年間）

白須　寿（産業支援課 課長）
松本　愛史（産業支援課 主任主事）
井上　涼子（羽須美支所 再任用職員）
坂根加奈子（日貫小学校 任期付職員）

派遣職員（派遣終了）
（島根県）秋本　啓太
（広島市）佐々木涼介

館　長
阿須那公民館 服部　勲
口羽公民館 種　文昭
田所公民館 野田　義仁
出羽公民館 賀美　玲治
高原公民館 東　義正
布施公民館 松島　尚志
市木公民館 石田　雅春
矢上公民館 小笠原文夫 ※決定次第広報紙等でお知らせします。

中野公民館 上田　七郎
井原公民館 鳥居　清枝
日貫公民館 森田　修
日和公民館 中井　伸人
瑞穂ハンザケ自然館 （※）
図書館 洲濵　信夫
郷土館 森岡　弘典

邑南町役場　連絡先
議会事務局 95-1113（3021）
総務課 95-1111（3000）
資産経営課 95-1140
情報みらい創造課 95-1126
地域みらい課 95-1117（3019）
財務課 95-1193（3013）
出納室 95-1112（3005）
町民課 95-1114（3006）
医療福祉政策課 95-1115（3008）
産業支援課 95-1116（3011）

学びのまち総務課 83-1126（5250）
子ども安全センター 83-1126（5250）
学びのまち推進課 83-1127（5100）

保健課 83-1123（5002）
窓口グループ 83-1121（5000）
施設管理グループ 83-1124（5001）

瑞穂支所　連絡先

窓口グループ 87-0221（6500）
施設管理グループ 87-0224（6501）

羽須美支所　連絡先

邑南町教育委員会　連絡先

矢上診療所 95-3070（2408）
阿須那診療所 88-0176（6221）
井原診療所 95-0308（3938）
日貫診療所 97-0191（2340）

国保直営診療所　連絡先

建設課 95-1120（3015）
水道課 95-1118（3017）

令 和 6 年 度  邑 南 町 消 防 団 新 体 制
　令和 6 年度の邑南町

消防団体制は、右記のと
おりです。
　分団長へ３人が昇格し
ました。また、新たに２
人の新入団員を迎え、町
民の尊い生命と貴重な財
産を、災害や火災などか
ら守ることを目的に活動
していきます。

倉見　譲
　　　団長

分団名 氏名
第１阿須那分団  山根　悦文
第２口羽分団  三上　孝行
第３田所分団  坂根美紀彦
第４出羽分団  夏明　幸彦
第５高原分団  石橋　清
第６布施分団  篠原　義晃
第７市木分団  小田　幸夫
第８矢上分団  秋田　弘昌

第９中野分団  中田　知
第10井原分団  泉　健二
第11日貫分団  瀧田　均
第12日和分団  清水　浩

階級 氏名
団長 倉見　譲

副団長
三次　宏昭
松川　昌司
古田五二嗣

◇消防団幹部 ◇消防団分団長



13 広報おおなん 2024.4

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
え

ば
、
電
気
を
思
い
浮
か
べ
る
方
が
多

い
と
思
い
ま
す
。
邑
南
町
で
も
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
組
と
し
て
、

電
力
に
着
目
し
、
町
内
で
発
電
さ
れ

る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
由
来
の
電

力
を
、
町
内
の
会
社
が
調
達
し
て
供

給
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
取
組
は
電
気
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

第
10
回

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
電
気
だ
け
じ
ゃ
な
い
⁉

知
っ
と
る
？
脱
炭
素

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

脱
炭
素
事
業
の
今
後

「
地
中
熱
」の
活
用

　
現
在
、
再
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い

る
道
の
駅
「
邑
南
の
里
」
で
は
、
地

中
熱
を
活
用
し
た
取
り
組
み
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
地
中
熱
と
は
読
ん

で
字
の
ご
と
く
、
地
中
の
熱
を
利
用

し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。

　
地
中
の
温
度
は
一
定
で
、
夏
場
は

気
温
よ
り
低
く
、
冬
場
は
気
温
よ
り

高
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
特
徴
を
活
か
し
、
再
整
備
す
る
道

　

邑
南
町
で
は
、
経
済
循
環
を
維
持

す
る
手
段
の
一
つ
と
し
て
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
地
産
地
消
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
再
整
備
を
進
め
る
道
の
駅「
邑
南
の

里
」の
よ
う
に
、
夏
場
は
農
産
物
の
鮮

度
を
保
つ
空
調
と
し
て
、
冬
場
は
凍

結
や
積
雪
に
備
え
る
防
災
と
し
て
も

電
気
に
限
ら
な
い
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

の
駅
で
は
、
夏
は
建
物
の
空
調
の
一
部

に
活
用
し
、
冬
は
降
雪
や
凍
結
に
備
え
、

駐
車
場
融
雪
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

　
こ
れ
も
町
内
で
調
達
で
き
る
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
町
内
で
活
用
す
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
の
一
つ
で
す
。

■ 日 程
　○瑞穂地域
　　　・・・６月４日（火）・５日（水）午前
　○石見地域
　　　・・・６月５日（水）午後・６日（木）
　○羽須美地域
　　　・・・６月７日（金）午前
　※飼い犬の登録が済んでいる方には、時間や
会場等を記載した通知文書を個別に郵送しま
す。未登録の方には通知文書をお送りできませ
んので、邑南町ホームページ等で、接種会場を
事前に確認の上、お越しください。なお、室内犬
も登録及び狂犬病予防注射が必要です。

■ 持 ち 物
・料金
　3,000 円（新規登録込みの場合：6,000 円）
　　　［内訳］注　射　料：2,450 円
　　　　　　  注射済票交付手数料：550 円
　　　　　　  （新規登録手数料：3,000 円）
  ・役場から送付された通知ハガキ
　（登録済みの方）

令和６年度の狂犬病予防集合注射を行います。
　狂犬病予防注射は、飼い主が毎年 4月 1日から
6月 30 日までの間に一回行うよう、狂犬病予防
法で定められています。
　集合注射ができなかったときは、動物病院で必
ず狂犬病予防注射を受けさせましょう。
　動物病院で予防注射をしたときは、動物病院で
発行される注射済証を役場窓口へ持参し、注射済
票の交付（手数料550円）を受けてください。

　次の場合は、役場へ必ずご連絡ください。
  　① 犬が死亡したとき
  　② 犬の住所が変わったとき
  　③ 飼い主が変わったとき

狂犬病予防注射狂犬病予防注射 登録したら「鑑札」、
注射したら「注射済票」

　　を首輪につけよう！

【問い合わせ先】
町　　民　　課
　☎ 95-1114　IP 050-5207-3006
瑞 穂 支 所 窓 口 グ ル ー プ

☎ 83-1121　IP 050-5207-5000
羽須美支所窓口グループ

☎ 87-0221　IP 050-5207-6500

「注射済票」

ロードヒーティング設備のため
のボーリング工事の様子



14広報おおなん 2024.4

　医療福祉系の学校へ進学する矢上高校３年生への激励
会が２月 29 日、矢上交流センターでありました。
　看護師や介護福祉士などを目指す１４人が出席し、役場
職員から、町の支援制度や邑南町の医療の現状について
説明を受けました。石橋町長は「町の奨学金制度を積極
的に活用して、頑張って勉強して邑南町に帰ってきてほし
い」と、生徒に呼びかけました。

　医療福祉系への進路を志望する高校１、２年生を対象に
した交流会が３月６日、矢上交流センターでありました。
　会では、町内の医療・福祉事業所の担当者による事業
説明をはじめ、実際に勤務している介護福祉士や看護師
が仕事のやりがい等について紹介しました。意見交換も
行われ、参加した生徒は、仕事の内容や進路の選択につ
いて熱心に質問していました。意見交換で職員からの説明を聞く生徒

進 路選択の参考に
高校生のための医療・福祉交流会

石橋町長（前列中央）と記念撮影する生徒

医 療・福祉職志望の生徒へエール
医療福祉系学校進学者激励会

　スポンジ付きのシャトルを、短いラケットで打つ「ファ
ミリーバドミントン」の邑南町長杯大会が３月１０日、日和
公民館でありました。
　大会には、町内から６チームが参加。参加者はバドミン
トンと異なる道具とルールに苦戦しながらも、シャトルを
追いかけたり、シャトルを打ち返したりするなど、熱戦を
繰り広げました。

　社会教育の面白さを伝える「ＷＥフェス！」（邑南町教育
委員会・邑南町公民館連絡協議会主催）が３月９日、健康セ
ンター元気館でありました。
　会場には、ボードゲームやｅスポーツを体験できるブー
ス等があったほか、「親子ふれあい体操」では、あそびう
たユニットのプッピーズが、オリジナルの歌を披露しなが
ら、子どもたちとダンスを楽しく踊りました。参加者は様々
な遊びを通じて、社会教育への理解を深めました。

プッピーズの歌に合わせて踊る親子連れら

社 会教育を楽しく学ぶ
みんなでつくる WEフェス！

６ チームが熱戦
邑南町長杯ファミリーバドミントン大会

懸命にシャトルを追う参加者



15 広報おおなん 2024.4

 地域コミュニティを考えよう
第 8 回（最終回）　コミュニティの見直しには何から取り組めばいいの？

　地域コミュニティの見直しに取り組みたい場合は、まずは役場地域み
らい課へご相談ください。方法や流れ、支援制度等をご紹介します。また、
取組の参考となる「地域運営組織設立・運営の手引き」をお渡しします。
相談される方は、地域の代表者でも、有志メンバーでも構いません。
※各自治会・集落の代表者の皆さんには、４月に地域ごとに開催する自治会長会議

で、取組の流れや支援制度についてご説明します。

　この連載では「邑南町の地域コミュニティのあり方基本方針」の内容を紹介してきました。最終
回では、地域コミュニティの見直しに取り組んでいただく具体的な流れをご紹介します。

地域コミュニティの見直しや地域運営組織の設立には、地域の皆さんが主体となって取り組んで
いただきます。一般的な地域運営組織の設立の流れは以下のとおりです。

●まずは役場にご相談を

●地域コミュニティの見直しの一般的な流れ

【町の支援】
・地区での説明会の実施

【町の支援】
・伴走支援

【町の支援】
・地域計画づくりの支援
・運営のための交付金
　(予定）

【町の支援】
・伴走支援
・設立準備のための補助金

取り組みの検討 検討会の設置 設立準備会の設置・運営 地域運営組織の設立

・役場に相談 ・地区内での合意形成 ・組織の具体像検討 ・地域計画づくり
・各種の取組

●設立準備のための補助金
　町の「地域運営組織形成事業補助金」が、以
下の内容で令和６年度からスタートします。

【交付対象】
　地区単位の「設立準備会」

【補助率・交付金額】
10/10・１地区につき総額 50 万円

　　（年度に１回のみ、３回まで分割して申請可能）
　　⇒例）１年目に30万円、２年目に10万円、３年目に10万円

【対象経費】
・地域運営組織の設立の準備に係る経費
・地域運営組織の形成に向けた協議に必要な費用
・地域づくりの中長期計画の作成に必要な費用
・地域運営組織の事務所開設のために必要な費用
【受付期間】
　令和６年６月～ 10 月（予定）

【問い合わせ先】
地域みらい課　☎ 95-1117

　
井
原
そ
ば
づ
く
り
同
好
会（
神
田
恵
介

会
長
）が
３
月
21
日
、
そ
ば
教
室
で
の
売

上
金
と
雲
井
日
曜
朝
市
の
羽
釜
そ
ば
の

売
上
金
を
合
わ
せ
た
５
万
７
，７
５
８
円

を
、
邑
南
町
に
寄
附
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
神
田
会
長
ら
が
邑
南
町
役

場
を
訪
れ
、「
東
京
で
能
登
の
話
を
聞
く

機
会
が
あ
り
、
そ
ば
の
売
り
上
げ
で
義

援
金
を
贈
ろ
う
と
思
っ
た
」
と
、
経
緯

を
説
明
。
石
橋
町
長
は
「
そ
ば
を
食
べ

た
人
を
元
気
に
、
そ
の
売
上
で
能
登
の

被
災
者
の
方
々
を
元
気
に
す
る
。
素
晴

ら
し
い
と
思
う
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
義
援
金
は
、
日
本
赤
十
字
社
を
通
じ

て
能
登
地
域
に
送
金
さ
れ
ま
す
。

　
そ
ば
の
売
り
上
げ
を

　
　
　
　
　
能
登
の
復
興
に義援金が入った箱を神田会長（中央）から受け取

る石橋町長
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重
度
障
が
い
等
で
常
時
介
護
を
要
す
る
在
宅
の

障
が
い
児
、障
が
い
者
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

◆
特
別
障
害
者
手
当

【
受
給
資
格
】

精
神
又
は
身
体
に
重
度
、
複
数
の
障
が
い
が
あ
り
、

常
時
介
護
を
要
す
る
在
宅
の
20
歳
以
上
の
者

【
手
当
月
額
】

　
２
８
，８
４
０
円

◆
障
害
児
福
祉
手
当

【
受
給
資
格
】

重
度
の
障
が
い
が
あ
り
、
常
時
介
護
を
要
す
る
在

宅
の
20
歳
未
満
の
者（
児
）

【
手
当
月
額
】

　
１
５
，６
９
０
円

※
受
給
者
は
、
毎
年
８
月
12
日
か
ら
９
月
11
日
ま
で
に
所
得

状
況
・
現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

【
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
医
療
福
祉
政
策
課　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瑞
穂
支
所
窓
口
グ
ル
ー
プ

　
　
☎
９
５
‐
１
１
１
５　
IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
３
０
０
８　
　
　

 

☎
８
３
‐
１
１
２
１　
IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
５
０
０
０

　
羽
須
美
支
所
窓
口
グ
ル
ー
プ

　

 　
☎
８
７
‐
０
２
２
１　
IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
６
５
０
０

　
父
母
の
離
婚
等
で
、
父
母
と
生
計
を
共
に

し
て
い
な
い
児
童
の
父
母
、
父
又
は
母
の
身

体
等
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
場
合
、
あ
る

い
は
父
母
に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
人
に
対
し
、
児
童
の
健
や
か
な
成
長

を
願
っ
て
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

【
受
給
期
間
】

　
児
童
が
18
歳
に
達
す
る
日
以
降
の
最
初
の

３
月
31
日
ま
で
受
給
で
き
ま
す
。

【
手
当
月
額
】

　
全
部
支
給：４
５
，５
０
０
円

　
一
部
支
給：１
０
，７
４
０
円
～
４
５
，４
９
０
円

☆
第
２
子
は
月
額
１
０
，７
５
０
円
、
第
３
子
以
降

は
１
人
月
額
６
，４
５
０
円
ず
つ
加
算
。

※
一
部
支
給
額
は
所
得
に
よ
り
、
10
円
単
位
の
額

と
な
り
ま
す
。

※
受
給
者
は
、
毎
年
８
月
１
日
か
ら
８
月
31
日

ま
で
に
現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

※
一
部
支
給
停
止
措
置
に
つ
い
て

　

受
給
期
間
が
５
年
を
経
過
す
る
等
の

要
件
に
該
当
す
る
人
は
、
適
用
除
外
事

由
（
就
業
あ
る
い
は
求
職
活
動
等
を
行
っ
て

い
る
場
合
や
、求
職
活
動
が
で
き
な
い
事
情

な
ど
が
あ
る
場
合
）に
該
当
す
る
人
を
除

い
て
、
手
当
額
の
２
分
の
１
が
支
給
停

止
に
な
り
ま
す
。

　
身
体・
知
的
又
は
精
神
に
障
が
い
の
あ
る
児
童
を

監
護
す
る
父
母
、
又
は
父
母
に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

【
受
給
期
間
】

　
児
童
が
20
歳
に
達
す
る
月
ま
で

【
手
当
月
額
】

　
１
級（
重
度
）：
５
５
，３
５
０
円

　
２
級（
中
度
）：
３
６
，８
６
０
円

※
受
給
者
は
、
毎
年
８
月
12
日
か
ら
９
月
11
日
ま
で
に
所
得
状

況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

◆
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

◆
特
別
児
童
扶
養
手
当

◆
特
別
障
害
者
手
当

◆
障
害
児
福
祉
手
当

　４月は進学・就職等に伴い、若年層の生活環境が大きく変
わり、性被害に遭うリスクが高まる時期であることから、政府
は４月を「若年層の性暴力被害予防月間」と定めています。
　１０代から２０代の若年層を狙った性犯罪・性暴力は、その未
熟さに付け込んだ許しがたい重大な人権侵害であり、決して
許されるものではありません。
　年齢、性別問わず下記の番号に相談できます。ひとりで抱
え込まず相談してください。

人 権 ひ と く ち メ モ
４月は若年層の性暴力被害予防月間です

●内閣府
性犯罪・性暴力被害者のため
のワンストップ支援センター

　☎ ＃ 8891

●警察
　 性犯罪被害相談電話

　☎ ＃ 8103
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◎民生委員・児童委員とは
５月12日は、民生委員・児童委員の日です。邑南町民生児童委

員協議会では、この日から18日までの一週間を「民生委員・児童委
員の日」活動強化週間として、訪問活動をしています。
◎民生委員・児童委員とは
　民生委員・児童委員は、民生委員法と児童福祉法に基づいて厚生
労働大臣が委嘱する地域の相談役です。また、子どもに関する支援
活動を専門に担当する主任児童委員もいます。
　■民生委員・児童委員：62人　  ■主任児童委員：４人
◎民生委員・児童委員の活動
①情報の収集

地域福祉活動には的確な情報が不可欠です。支援を必要とする人
の実情を把握し、普段の活動に役立てます。

②相談支援
地域の皆さんが抱える介護、育児、いじめ、不登校、生活困窮な
ど、様々な悩みについて相談に応じ、助言や支援を行い、高齢者
世帯等の見守りなども行います。

③連携・協力の情報提供
福祉サービスなどの必要な情報を提供す
るほか、行政や関係団体等との橋渡しを
します。

④地域福祉活動
登下校の見守り等、支部や地区ごとに自
治会とも連携して活動を行っています。

登
下
校
の
見
守
り
活
動

【民生・児童委員のマーク】
幸せのめばえを示す四つ葉の
クローバーを背景に、民生委員
の「み」と児童委員を示す双葉を
組み合わせ、平和のシンボルの
鳩をかたどり、愛情と奉仕を表
しています。

【問い合わせ先】
　福　 祉　 事　 務　 所
　　☎ 95-1236
　　IP 050-5207-3010

瑞穂支所窓口グループ
　　☎ 83-1121
　　IP 050-5207-5000

羽須美支所窓口グループ
　　☎ 87-0221
　　IP 050-5207-6500

５月１２日　「民生委員・児童委員の日」

○令和６年４月から町内の病児保育施設の利用料を減免します。
子育て世帯の仕事と家庭の両立や、経済的及び精神的な負担軽減を図るため、令和６年４月１
日利用分から、町内の病児保育施設利用料の半額を減免します。減免の手続きは不要です。

＜病児保育施設とは＞
保護者が就労している場合等、児童が病気の際に自宅での保育が難
しい場合に、一時的に看護・保育をする施設です。

< 減免の要件 >
　利用日において以下のいずれかの要件が必要です。
　　（１）町内に住所を有している小学生までの児童
　　（２）児童の保護者が町内に勤務している場合

【減免に関する問合せ先】　医療福祉政策課（子どもまるごと相談室）　☎ 95-1168　IP 050-5207-3008

施設名 住　所 連絡先
コスモス 邑南町中野 3846 番地 1

（公立邑智病院併設） ☎ 95-2111

るぴなす 邑南町山田 33 番地６
（三上医院併設） ☎ 83-0977

＜減免対象施設＞
　町内の病児保育施設 (令和６年４月1日現在 )　

※病児保育施設を利用するためには事前登録が必要となり
ます。また、利用料や利用方法は施設によって異なります
ので、利用希望の施設へお問い合わせください。

< 減免内容＞
　利用料の半額を減免します。

（１回あたり減免額の上限：1,000 円）
※各施設で定める基本利用料とは別に保

護者が実費負担することとされている
費用（食事代、おやつ代や延長料等）は、減免
の対象外です。

子育てを応援！　子どもまるごと相談室からのお知らせ
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邑
南
町
奨
学
金

【
目　
　
的
】

　
経
済
的
理
由
で
就
学
が
難
し
い
人
の
た
め
の
学
資
援
助

【
申
請
要
件
】

　
①
高
等
学
校
以
上
の
学
校
に
在
学
し
て
い
る
こ
と

　
②
就
学
意
思
が
あ
る
が
、
経
済
的
理
由
で
困
難
な
こ
と

　
③
邑
南
町
が
実
施
す
る
他
の
奨
学
金
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

【
申
請
書
類
】

　
①
奨
学
金
貸
与
願
書

　
②
在
学
証
明
書

　
③
住
民
票（
本
人
・
保
護
者
）

　
④
所
得
証
明
書（
令
和
５
年
中
所
得
）

【
償
還（
返
済
）条
件
】

無
利
子
。
貸
与
完
了
か
ら
１
年
経
過
後
に
開
始
し
、
貸
与
期
間

の
２
倍
の
期
間
で
償
還（
返
済
）

【
償
還
免
除
】

卒
業
後
１
年
以
内
に
町
内
へ
定
住
し
、
さ
ら
に
５
年
が
経
過
す

れ
ば
全
額
免
除

【
問
い
合
わ
せ
先
】

学
び
の
ま
ち
総
務
課　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

☎
８
３
‐
１
１
２
６　
IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
５
２
５
０

区　
　
分

貸
与
月
額

高
等
学
校
、中
等
教
育
学
校
後
期
課
程
、

特
別
支
援
学
校
高
等
部

国
公
立

１
万
５
千
円

私　
立

２
万
円

短
期
大
学
、高
等
専
門
学
校
、専
修
学

校
及
び
大
学
校（
２
年
制
大
学
と
同
等
の
課

程
）、大
学
及
び
大
学
校（
４
年
制
大
学
と
同

等
の
課
程
）

国
公
立

３
万
５
千
円

私　
立

４
万
円

大
学（
医
学
、歯
学
又
は
薬
学
を
履
修
す

る
課
程
）、大
学
院

国
公
立

４
万
円

私　
立

５
万
円

　
邑
南
町
に
は
奨
学
金
制
度

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
特

色
あ
る
奨
学
金
制
度
で
す
の

で
、
皆
さ
ん
の
進
路
に
あ
っ

た
も
の
を
選
び
、
ぜ
ひ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

●
募
集
開
始

５
月
１
日
（
水
）

●
応
募
締
切

６
月
７
日
（
金
）

併
願
可
能（
併
用
不
可
）

●
申
請
要
件

本
人
ま
た
は
保
護
者

が
町
内
在
住
で
あ
る

こ
と
（
下
記
参
照
）

【
申
請
要
件
】

①
大
学・大
学
院
で
、
医
学・歯
学・薬
学
を
履
修
す
る
課
程
に
在

学
し
、
医
師・
歯
科
医
師・
薬
剤
師
免
許
を
取
得
見
込
み
で
あ

る
か
、
大
学・短
大・高
等
専
門
学
校・専
修
学
校
で
、
医
療
又

は
福
祉
技
術
を
学
ぶ
課
程
を
履
修
し
、
対
象
と
な
る
医
療
福

祉
資
格
を
取
得
見
込
み
で
あ
る
こ
と

②
①
に
定
め
る
免
許
又
は
資
格
を
有
し
た
後
、
町
内
医
療
施
設

又
は
福
祉
施
設
で
免
許・資
格
を
生
か
し
た
業
務
に
従
事
す
る

意
思
が
あ
る
こ
と

【
申
請
書
類
】

　
①
奨
学
金
貸
与
願
書

　
②
在
学
証
明
書

　
③
住
民
票
（
本
人
・
保
護
者
）

　
④
小
論
文
（
８
０
０
字
程
度
）

　
　
題
「
邑
南
町
の
医
療
福
祉
に
携
わ
っ
て
、私
が
や
り
た
い
事
」

【
償
還
条
件
】

無
利
子
。
学
校
卒
業
か
ら
３
年
経
過（
据
置
期
間
）後
に
開
始

し
、
貸
与
期
間
の
２
倍
の
期
間
で
償
還

【
償
還
免
除
】

免
許・資
格
を
取
得
し
、据
置
期
間
経
過
後
に
町
内
に
居
住
し
、

町
内
の
医
療・
福
祉
施
設
で
免
許・
資
格
を
生
か
し
た
業
務
に

従
事
し
た
期
間
が
、
貸
与
期
間
以
上
に
な
れ
ば
償
還
免
除（
医

師
・歯
科
医
師
・薬
剤
師
は
、学
校
卒
業
後
３
年
経
過
後
、正
規
の
修
学
年

限
の
３
倍
以
内
の
期
間
中
に
貸
与
期
間
以
上
の
期
間
と
な
っ
た
と
き
）。

【
対
象
と
な
る
資
格
】

　
医
師・歯
科
医
師・薬
剤
師・看
護
師・介
護
福
祉
士

【
問
い
合
わ
せ
先
】

医
療
福
祉
政
策
課

☎
９
５
‐
１
１
７
５　
IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
３
０
０
８

邑
南
町
医
療
福
祉
従
事
者
確
保
奨
学
金

区　
　
分

貸
与
月
額

短
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校

国
公
立

５
万
円

私　
立

６
万
円

大
学

国
公
立

６
万
円

私　
立

８
万
円

大
学
、
大
学
院
（
医
学
、
歯
学
又
は
薬
学

を
履
修
す
る
課
程
）

国
公
立

15
万
円

私　
立

20
万
円

邑
南
町
の

　
　
奨
学
金
制
度

奨
学
生
募
集

※
物
価
の
上
昇
に
よ
る
学
生
生
活
や
家
計
の
経
済
的
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、
令
和
６
年
度
よ
り
貸
与
額
を
変
更
し
た
他
、
邑
南

町
以
外
が
実
施
す
る
奨
学
金
と
の
併
用
を
可
能
と
し
ま
し
た
。

こ
の
内
容
は
現
在
奨
学
金
制
度
を
利
用
し
て
い
る
方
に
も
適
応

さ
れ
ま
す(

現
在
認
定
さ
れ
て
い
る
貸
与
期
間
終
了
ま
で
）。申
請
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
情
報
公
開
請
求
の
状
況

︻
請
求
件
数
︼

　
５
件

︻
処
理
状
況
︼

　
開　
示
:
１
件

　
部
分
開
示
:
３
件

　
非
開
示
:
１
件

︻
不
服
申
し
立
て
︼

　
０
件

︻
情
報
公
開
審
査
会（
招
集
）︼

　
０
件

■
個
人
情
報
開
示
請
求
の
状
況

︻
請
求
件
数
︼

　
０
件

︻
処
理
状
況
︼

　
開　
示
:
０
件

　
部
分
開
示
:
０
件

　
非
開
示
:
０
件

︻
不
服
申
し
立
て
︼

　
０
件

︻
個
人
情
報
保
護
審
査
会（
招
集
）︼

　
０
件

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
総
務
課

　
☎
９
５
‐
１
１
１
１

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
３
０
０
０

令
和
５
年
度

情
報
公
開・個
人
情
報

　
　
　
開
示
請
求
の
状
況
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羽須美地域 瑞穂地域 石見地域
燃えるごみ 毎週 月・木曜日 毎週 火・金曜日 毎週 火・金曜日
プラスチック 毎週 火曜日 毎週 月曜日 毎週 月曜日

紙 １日（水）・15日（水）
ペットボトル ８日（水）・22日（水）

ビン・カン
古紙類・不燃ごみ
（月１回）

21日（火）
戸河内・口羽・上田

23日（木）
市木・上田所・四つ葉・中組住宅

28日（火）
井原・中野

24日（金）
亀谷・下田所・鱒渕・西鱒渕・出羽

29日（水）
矢上

22日（水）
雪田・阿須那・宇都井 27日（月）

高原・布施
30日（木）
日和・日貫

粗大・有害ごみ
（年２回）

15日（水）
井原・中野
16日（木）

矢上
17日（金）
日和・日貫

休日直接搬入
（家庭ごみのみ） 21日（日）９時～16時

※おおなんケーブルテレビ（11ch）データ放送、邑南町公式アプリにも掲載しています。

５ 月 の ご み 収 集 日５ 月 の ご み 収 集 日

邑南町 LINE 公式アカウントに新機能（ごみ、有害鳥獣）を追加しました！

◆ごみの収集日や分別が３つの機能でより分かりやすく

メニュー画面で「ごみ」を選択する
と、次の３つのメニューが表示さ
れます。

①ごみカレンダー機能　　
居住地区を選択することで、
ごみ収集日カレンダーを、60
日先まで確認することができ
ます。

②ごみリマインダー機能　　　
居住地区と通知を希望するごみ区分を
選択すると、ごみの収集日の前日19時
にメッセージが届きます。

③ごみチャットボット機能　　
ごみの分別に迷った時、メッセージで
質問すると、分別区分を回答します。

「町民通報」を選択すると、通報の
内容について選択式の質問が始
まります。

◆有害鳥獣の目撃情報を正確に、手軽に通報　　
　クマを目撃した際などに、LINE で位置情報や写真、
状況のコメントを送信することができます。

【質問される内容】
・通報種別
・動物の種類
・動物の写真

（なくてもOK）
・場所の位置情報
・日時
・動物の数
・動物のおとな / 子どもの別
・状況の説明

より便利になった邑南
町 LINE 公式アカウン
トをぜひ友だち登録し
てください！
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保
健
課　
　
　
☎
８
３
︲
１
１
２
３　
IP
０
５
０
︲
５
２
０
７
︲
５
０
０
２

　
福
祉
課　
　
　
☎
９
５
︲
１
１
１
５　
IP
０
５
０
︲
５
２
０
７
︲
３
０
０
８

羽
須
美
支
所　
☎
８
７
︲
０
２
２
１

IP
０
５
０
︲
５
２
０
７
︲
６
５
０
０

不妊治療交通費助成の案内

　子育て支援として、医療費の負担軽減を図るため、令和６年４月１日から子ども医
療費助成制度の対象年齢を、中学校卒業から高校卒業相当年齢まで拡充しました。
　対象となる医療費や利用方法はこれまでと変わりませんが「子ども医療費受給資格
証」の受給期間が変更になります。対象者には下記の内容で、既にご案内しています。
　手続きが済んでない方は、お子さんの保険証を持って、早めに交付申請をして下さい。
役場窓口（瑞穂支所保健課、本庁医療福祉政策課子どもまるごと相談室、羽須美支所窓口
グループ）で交付申請して下さい。

　邑南町では、一般不妊治療・生殖補助医療 (保険診療に限る) を受け
ている方の経済的負担を軽減するため、治療費の助成を行っています。
　令和6年4月1日から、不妊治療のために町外医療機関への通院した場合、次表で定
める額を、通院の回数ごと（年間15日を上限とする）に助成します。
　ただし、令和６年４月１日以降の受診の交通費が対象です。
　また、次表で規定する市以外の医療機関へ通院した場合は、距離等事情に照らし、
最も経済的かつ合理的と認められる経路の実費による額を助成します。

対象地域 浜田市 大田市 出雲市 松江市 広島市

補助額 3,400 円 3,000 円 5,600 円 8,000 円 8,000 円

※交通費の助成は、不妊治療費助成に基づいて行います。治
療費助成の申請は、役場窓口に持参、又は郵送で受け付け
ています。持参の場合、役場本庁の医療福祉政策課（子ども
まるごと相談室）、又は羽須美支所（窓口グループ）でも受け
付けます。

【申請・問合せ先】
　〒 696-0393
　邑智郡邑南町淀原 153-1
　　保健課（瑞穂支所内）
　　☎ 83-1123
　　IP 050-5207-5002

子ども医療費助成を高校卒業相当年齢まで拡充

対象 申請方法等
小学１年生

３月末に資格証の交付申請書を送付しています。まだ申請をし
ていない場合、お子さんの保険証を持って手続きをして下さい。

小学２年生
　　～高校１年生相当年齢

３月末に新しい資格証（黄緑色）を発送しています。内容に誤りが
無いかご確認いただき、万が一誤りがあれば問い合わせ先まで
お知らせ下さい。

高校 2 年生
　　～高校３年生相当年齢

３月末に資格証の交付申請書を送付しています。まだ申請をし
ていない場合、お子さんの保険証を持って手続きをして下さい。

【問い合わせ先】
　瑞穂支所 保健課　 　☎ 83-1123　IP050-5207-5002

【申請先】
　瑞穂支所 保健課　
　医療福祉政策課 子どもまるごと相談室

羽須美支所窓口グループ

【対象地域・補助額】
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フィンランド出身国際交流員による、フィンランドや邑南町の話

フィンランド人の言語能力と人気のある言語

　

エ
ー
ロ
さ
ん
に
聞
い
て
み
よ
う

　
　
　
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
よ
も
や
ま
話

第７回
　
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
次
の
よ
う
な
変
化
が
起
き

て
い
ま
す
。
国
民
の
英
語
能
力
が
上
が
る一方
で
、

他
の
外
国
語
を
流り

ゅ
う
ち
ょ
う暢

に
話
せ
る
人
が
減
っ
て
き
て

い
ま
す
。
前
世
紀
か
ら
国
際
貿
易
に
関
わ
っ
て
き

た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
、
近
年
、
ビ
ジ
ネ
ス
レ
ベ
ル

の
ド
イ
ツ
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
が
話
せ
る
人
が
足
り

な
い
と
い
う
業
界
か
ら
心
配
の
声
が
聞
こ
え
て
い

ま
す
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
母
語
は
２
つ

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
言
語
事
情

言
語
教
育
の
影
響

paivaa

　
幅
広
い
言
語
能
力
を
育
む
た
め
に
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
で
は
、
２
０
１
８
年
に
教
育
改
革
を
行
い
ま
し

た
。
小
学
校
で
は
２
０
２
０
年
以
降
、
以
前
の
３

年
生
か
ら
で
な
く
、
１
年
生
か
ら
第
１
外
国
語

を
勉
強
し
始
め
ま
す
。
第
１
外
国
語
は
市
町
村

で
選
択
肢
に
多
少
違
い
が
あ
り
ま
す
が
、
昨
年

ま
で
９
割
以
上
が
英
語
を
選
択
し
て
い
ま
す
。

　
英
語
以
外
の
言
語
を
選
択
す
る
生
徒
が
少
な

い
こ
と
や
、
言
語
の
先
生
を
雇
う
予
算
が
足
り

な
い
こ
と
で
ド
イ
ツ
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
な
ど
の
授

業
が
実
施
で
き
な
い

場
合
が
多
く
、
低
学

年
か
ら
英
語
以
外
の

第
１
外
国
語
を
勉
強

す
る
割
合
は
わ
ず
か

１
％
に
留
ま
っ
て
い

ま
す
。

友人との言語遊び：フィンランド
人同士はカフェで2週間に一回
スペイン語で会話しました。

　

ド
イ
ツ
語
や
フ
ラ
ン
ス
語
の
話
者
が
少
な
く

な
っ
て
い
く一方
で
、
ス
ペ
イ
ン
語
と
日
本
語
の
人

気
が
上
が
っ
て
い
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
ヘ
ル
シ
ン
キ
大
学
の
統
計
で
は
面
白

い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
２
０
１
７
～
２
０
２
３

年
ま
で
（
最
終
）
専
攻
に
人
気
が
高
い
言
語
は
、

英
語
に
継
い
で
、
日
本
語
は
２
番
目
で
し
た
！

　
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
は
日
本
と
日
本
の
文
化
に
大

変
興
味
を
持
っ
て
い
て
「
日
本
ブ
ー
ム
」
と
も
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
は
趣

味
と
し
て
日
本
語
を
学
ん
で
い
る
人
が
多
い
そ
う

で
す
。
他
の
外
国
語
も
自
習
ア
プ
リ
、
言
語
交
換

ア
プ
リ
を
使
っ
て
趣
味
と
し
て
学
ん
で
い
る
人
が

多
い
と
感
じ
ま
す
。

　
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
語
学
学
習
で
複
雑
な
点
を
ひ

と
つ
挙
げ
ま
す
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
は
母
語
が
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
語
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
が
あ
り
、
母
語

を
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
と
し
て
い
る
の
は
人
口
の
５
％

で
す
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
母
語
が
ふ
た
つ
あ
る
国

で
、
小
学
６
年
生
か
ら
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
を
必
修

科
目
と
し
て
勉
強
し
始
め
ま
す
。

　
「
強
制
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
」
と
も
呼
ば
れ
、
北
欧

で
し
か
話
さ
れ
て
い
な
い
言
語
よ
り
も
役
立
つ「
世

界
の
言
語
」（
ス
ペ
イ
ン
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
な
ど
）

　
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
は
色
々
な
世
界
の
言
語
に
触

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
言
語
能
力
が
業
界
の
要
求
に
応
え
ら
れ
る

か
ど
う
か
は
さ
て
お
き
、
言
語
と
遊
ぶ
こ
と
が
増

え
る
現
象
は
い
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
流
暢
な
レ
ベ
ル
ま
で
言
語
を
学
ぶ
こ
と
は
時
間

と
や
る
気
が
必
要
な
の
で
、
最
初
は
勉
強
よ
り
言

語
に
触
れ
て
遊
ん
で
好
き
に
な
る
こ
と
か
ら
始
め

た
ほ
う
が
長
く
続
け
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

人
気
の
高
い
ス
ペ
イ
ン
語
と
日
本
語

を
学
べ
な
い
か
と
い
う
意
見
も
出
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
歴
史
に
大
き
な
影

響
の
あ
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
は
、
国
民
の一
般
知

識
と
し
て
少
し
で
も
学
ん
だ
ほ
う
が
い
い
と
い
う

こ
と
が
よ
く
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
複
数
の
言
語
を
学
ん
で
き
た
私
は
、
言

語
の
構
成
と
発
音
の
観
点
か
ら
、
英
語
よ
り
も
っ

と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
と
似
て
い
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

語
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
の
英
語
力
向
上
に
つ
な

が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

様
々
な
言
語
を
習
得
す
る
に
は

: ::
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お知らせ
このコーナーは、皆さんの暮らし
に役立つ情報を掲載しています。
詳しい内容は、それぞれ問い合わ
せください。

　障がい者など（生計を同一にし
ている人も含む）が所有する軽自
動車等や、車いす用等改造された
車で次の要件に該当するものは、
減免の対象となります。
　また、昨年度減免申請した人に
は「現況報告書兼減免申請書」を郵
送します。必要事項を記入し、期
限までに返送すると、減免申請の
手続きを行ったことになります。

【減免の要件】
①障がい者が所有する軽自動車

等、又は軽自動車を所有してい
ない障がい者と生計を同一に
する人が所有する軽自動車等
※障がいの級などによって減免とな

らない場合もあります。
②構造が身体障がい者らが利用す

るための軽自動車
【申請に必要なもの】

障害者手帳等/車検証/運転免
許証（運転される人のもの）/減
免申請書（窓口にあります）/納
税義務者の個人番号カード又
は通知カード

【個人番号】
申請の際、納税義務者の個人
番号が必要です。番号確認と
身元確認ができるものを持参
してください。代理人が窓口
に申請に来る場合は代理権の
確認ができるもの、代理人の
身元確認ができるもの、減免
を受ける人の番号確認ができ
るものを持参してください。

【申請期限】
　令和６年５月31日（金）

【手続きの場所・問い合わせ先】
　財 務 課　 ☎ 95-1193
　　　　　   IP050-5207-3013
　瑞穂支所　☎ 83-1121
　　　　  　 IP050-5207-5000
　羽須美支所　☎ 87-0221
　　　  　　 IP050-5207-6500
 なお、自動車税種別割は手続き
が別ですので、島根県西部県民セ
ンターの不動産・自動車課税課（☎
0855-29-5521）にお問い合わせ
ください。ただし、減免が受けら
れるのは、自動車税種別割か軽自
動車税種別割のどちらか一方です

（二重には受けられません）。

軽自動車税種別割の
減免について

全国戦没者追悼式
参列者募集

　先の大戦で亡くなられた人を哀
悼し平和を祈念する「全国戦没者
追悼式」に島根県遺族代表として
参列する人を募集します。

【日　時】
　８月14日(水)～15日(火)

【場　所】
　日本武道館
　（東京都千代田区北の丸公園2-3）

【対　象】
　以下を全て満たす県内在住者
①日華事変(昭和12年７月７日)以

降の軍人・軍属等戦没者の遺族
②戦没者の遺族である配偶者、子、

父母、兄弟姉妹、孫、甥姪、曽孫、
子・兄弟姉妹・孫・甥姪の配偶者、
または18歳未満の遺族(令和６
年８月15日時点)とその保護者

③健康状態良好で、２日間の団体
行動に耐えられる人(介助者な
しで行動できること)
※式に参列したことがない人を優

先。原則、戦没者１人につき１人
の参列(18歳未満の遺族とその
保護者が参列する場合を除く)

【参加費】
松江市を起点とした東京までの
往復運賃と宿泊費を定額助成
し、参加費を含む他の費用は自
己負担

【申込期限】
　5月31日(金)

【応募方法】
役場医療福祉政策課、各支所窓
口で申込書を提出

【その他】
・続柄、年齢等により県が選考。
・島根県遺族連合会による旅行

団の主催で実施し、集合から
解散まで原則団体行動。

・参列決定後の辞退は、時期に
よってキャンセル料を支払っ
ていただく場合があります。

・選考結果は７月上旬ころまで
に島根県高齢者福祉課よりお
知らせします。

・新型コロナウイルス感染症の
感染状況により変更となる場
合があります。

【問い合わせ先】
　医療福祉政策課
　☎95-1115/IP 050-5207-3008
　島根県高齢者福祉課 援護恩給係
　☎0852-22-5240

５月の納税
◎軽自動車税（全期）
◎国民健康保険税（第２期）
納期限　５月 31日（金）
６月の納税

町県民税第１期
国民健康保険税第３期

３月 交通事故発生状況
発生 死者 傷者

邑智郡
３月 ０件 ０人 ０人

前年比 ０件 ０人 ０人

邑南町
３月 ０件 ０人 ０人

前年比 ０件 ０人 ０人
石見地域 ３月 ０件 ０人 ０人
瑞穂地域 ３月 ０件 ０人 ０人
羽須美地域 ３月 ０件 ０人 ０人

邑南町選挙管理委員会から
邑南町長選挙のお知らせ

【告示日】
　令和６年 10 月 15 日（火）

【投票日】
　令和６年 10 月 20 日（日）

瑞穂ハンザケ自然館
休館日の変更について

　瑞穂ハンザケ自然館の休
館日が下記のとおり、変更
しました。年末年始、祝日
の翌日は、これまでどおり
休館日です。

＜これまで＞
　　毎週月曜日
　　　　⇩

＜令和６年４月から＞
　　毎週月、火曜日

【問い合わせ先】
　邑南町教育委員会
　　☎ 83-1127
　瑞穂ハンザケ自然館
　　☎ 83-0819
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紹介所は産業支援課内にあり、午前８時 30 分から午後５時まで毎日相談に応じています。（土日祝日を除く）

邑 南 町 無 料 職 業 紹 介 所  求 人 情 報
事業所名 職　種 内　容 年齢 備　考

㈲寺本建設［原村］
土木作業員 土木の一般作業 64歳

以下 普通自動車運転免許（AT 限定不可）（必須）

重機オペレーター リサイクルプラントでの重機オペレー
ター

64歳
以下

車両系建設機械運転技能者、普通自動車運転
免許（AT 限定不可）（必須）

山陰クボタ水道用材㈱
邑南営業所［井原］ 技術職 水道施設、管工事、冷暖房空調設備の施

工、現場管理等
64歳
以下 普通自動車運転免許（AT 限定不可）（必須）

㈱食彩工房　邑悠
［上亀谷］ 事務員 受発注時のパソコン入力、伝票入力 不問 －

ボクらの町のカレー屋さん
KOTOKOTO[下田所 ]  

調理及び接客ス
タッフ カレーの調理及び接客 不問 －

（福）旭福祉会
［浜田市旭町］

介護職員 特別養護老人ホームあさひ園入所者の
食事、排せつ、入浴介助等 不問 介護福祉士、ヘルパー２級（あれば尚良し）

機能訓練指導員 特別養護老人ホームあさひ園入所者の
機能訓練、個別計画書の作成等

64歳
以下 理学・作業療法士、言語聴覚士（あれば尚良し）

北陽警備保障㈱浜田営
業所［浜田市］ 警備員

金融機関の ATM のトラブル対応、日
中は待機所に出勤、夜間は自宅で呼
び出し待機

69歳
以下 普通自動車運転免許（必須）

広島協同乳業㈱
［北広島町］ 乳製品の製造 乳製品や飲料製造の仕込み、殺菌、

充てん、包装等
59歳
以下 普通自動車運転免許（必須）

最新の邑南町の求人情報はハローワークインターネットサービスをご利用ください。
https://www.hellowork.mhlw.go.jp/index.html人人 情情

ハローワークハローワーク
報報求求

【問い合わせ先】邑南町無料職業紹介所 1 95-2565（産業支援課内）　IP 050-5207-3020

有害鳥獣に関する相談は鳥獣被害対策実施隊員へ！
　令和６年度の邑南町鳥獣被害対策実施隊員を下記のとおり任命しました。鳥獣被害に困っている人は
各地区の実施隊員へ相談してください（４桁の IP電話番号には頭に050-5207が必要です）。

石見地域
地　区 名　前 電話番号

矢　上

児玉三男 2663
中村信隆 2651
新屋信雄 2607
安原賢二 2444

中　野 宮田秀行 95-3682

井原
兎谷良三 95-1888
野田秀樹 3495
三浦秀樹 3572

日　貫

岩井和也 2057
大岡正行 2080
野堀邦弘 3067
山田博之 2176
古川初登 2089

日　和
坂根繁樹 2268
山根日吉 2110

瑞穂地域
地　区 名　前 電話番号

田　所

日野武信 4509
上田昭弘 4429
洲濵敏宏 4797
洲濱芳文 4090
日向洋行 4441
田中昭文 5062
洲濱一徳 4047

出　羽 田中幸男 5287

高　原

渡辺洋介 5842
三宅樹里 5804
三上　学 5542
荒田和明 5730
馬峠義郎 5481

市　木
岩本秀明 4069
高崎芳隆 85-0073

佐々木孝義 4022

羽須美地域
地　区 名　前 電話番号

口羽

浅原豊文 6594
月山茂夫 6372
福田誠治 6646
三上精敏 6423

阿須那
岡原靖法 6227
寺戸岩雄 6247
松島弘文 6122

※個人情報については、本人の
同意を得て掲載しています。
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令和６年度の国民年金保険料納付書が送付されています

　令和６年度（令和６年４月分～令和７年３月分）の国民年金保険料納付書が、４
月 1 日に発送されました。令和６年２月上旬の情報に基づき発行されているため、
行き違いで納付書が送付されることがありますので、ご注意ください。

・すでに厚生年金保険に加入されているとき
・保険料の免除、納付猶予申請や学生納付特例申請が審査中のとき
・すでに口座振替、クレジット納付の申出をされているとき
・すでに前納（２年前納など）により納付をされているとき
★行き違いが疑われる場合は、納付書で支払いをせず、年金事務所または役場
町民課、各支所窓口グループへお問い合わせください。

国民年金の被保険者は、毎月保険料を納付する必要がありますが、
収入の減少や失業、就学中などで経済的に支払いが困難な場合には、
保険料の免除や納付猶予を申請することができます。

【申請場所】
　浜田年金事務所、役場町民課または各支所

【申請に必要なもの】
・基礎年金番号、またはマイナンバーが分かるもの
・学生証のコピー、または在学証明書原本（学生納付特例申請の場合

のみ）
・雇用保険受給資格者証、または離職票のコピー（失業による申請の

場合のみ）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

町　
民　
課
1
９
５
‐
１
１
１
４　
IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
３
０
０
６

瑞
穂
支
所  

1
８
３
‐
１
１
２
１　
IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
５
０
０
０

羽
須
美
支
所
1
８
７
‐
０
２
２
１　
IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
６
５
０
０

浜田年金事務所
☎ 0855-22-0670

＜行き違いの例＞
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図書館だより 図書館本館☎ 83-1760　IP050-5207-4500
羽須美分館☎ 88-0001　IP050-5207-6000
石 見 分 館☎ 95-1044　IP050-5207-2400

＜５月の行事予定＞
  1日（水）ストーリーテリング勉強会（本館）　　　
18日（土）おはなし会（本館）
20日（月）ストーリーテリング勉強会（石見分館）
※新型コロナウイルス感染症対策のため中止する　　　
　ことがあります。

司書のおすすめ司書のおすすめ
『カブトムシの謎をとく』

小島 渉／著
　筑摩書房

カ ブ ト ム シ に 夢 中 に
なった子ども時代。
　実はカブトムシはまだ
まだ謎だらけの昆虫だということをご存じ
でしたか？
　この本は最先端の研究に基づいてカブト
ムシに関する情報を、分かりやすくまとめ
たものです。
　カブトムシを捕食している動物はなに？
ほんとうに夜型？この夏は、子どもたちに
ちょっと自慢してみたくなるかも。

新新  刊刊  案案  内内
『望月の烏』
　阿部 智里／著　文藝春秋

『冬に子供が生まれる』
　佐藤 正午／著　小学館

『シャーロック・ホームズの凱
がいせん

旋』
　森見登美彦／著　中央公論新社

『母の最終講義』
　最相 葉月／著　ミシマ社

『うつ病 隠された真実　逃れるための本当の方法』
　ヨハン・ハリ／著　作品社

『経済評論家の父から息子への手紙
　　　　　　　　　　　お金と人生の幸せについて』
　山崎 元／著　学研

BOOKシェアー第 35弾
本好きの皆さんからの熱いメッセージを紹介します。

『言葉はいのちを救えるか？』
岩永 直子 / 著　晶文社

　看護師として働いた経験からか、この本を
手に取りさまざまな医療問題を考えさせられ
ました。筋ジストロフィーの兄弟が生きるた
めにみつけたこと。そして、はじめて聞いた
家族性大腸ポリポーシス。子どもが生まれた
時から、母親は遺る息子に手紙を書き続けま
す。タイトルの問いの答えをみなさんはどう
考えられますか？　　　　　　　（よしかず）

『ようこそ、ヒュナム洞書店へ』
ファン・ボルム/著　牧野美加/訳　集英社

　「あっ、この言葉を心の戸棚にしまってお
こう！」。そんな言葉にたくさん出会える一
冊です。　　　　　（ムラサキブナノキ）

◆２月 23 日にあそびのつどいを開催！
　５年ぶりの開催でしたが、わらべうたの良
さをあらためて味わうことができました。
　何にも邪魔されず、親子でしっかり向き合
い触れあう１時間の気持ちのいいこと。そし
て子どもたちの楽しそうな笑顔に癒やされま
した。定期的な開催をしていきます！

◆瑞穂中学校卒業生からベンチを寄贈！
　利用者の方が「すて
きなベンチで便利よ
ね」と荷物を置いたり、
貸出処理する間腰を掛
けられたりととても好
評です。
　卒業生の皆さんも、自分たちの制作したベ
ンチを見に、ぜひ来館してくださいね。

図 書 館 ニ ュ ー ス

インターネット、スマートフォンからも検
索ができます。右の二次元バーコードか
らアクセスしてください。
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保
）

※広報おおなんは、環境にやさしい植物油インク
と再生紙を使用しています。

人口の動き
（令和 6 年 3 月 31 日）

前月比 前　年
同月比

男　／ 4,618 人 -41 -119
女　／ 4,998 人 -27 -133
計　／ 9,616 人 -68 -252

世帯数／ 4,644 世帯 -6 -67
　　　　　　65歳以上の割合 45.7％

※住民基本台帳人口（外国人含む）を使用しています。

４４がつ生まれのがつ生まれの
おともだちおともだち

令和５年６月生まれの令和５年６月生まれの
赤ちゃん募集中!!赤ちゃん募集中!!

広報おおなん６月号のこのコーナーに掲載希
望の方は、ホームページから申し込んでいた
だくか、下記までお問い合わせください。

【応募締め切り】
　令和６年 5 月 22 日（水）

【問い合わせ先】
　情報みらい創造課
　　1 95-1126

【ホームページ】
　https://bit.ly/3cGVVjj

　香木の森公園にある林間広場が、子どもたちの遊び場を充実さ
せる目的で再整備されました。
　大型の遊具２基をはじめ、竹や木に昆虫が住みつくことができ
る「虫のホテル」等が設置され、自然観察や自然の中で遊ぶこと
ができる広場となっています。４月から利用可能となっています
ので、ぜひ活用してください。

香木の森公園林間広場に新しい遊具が登場！

能 登 半 島 地 震 義 援 金 に つ き まし て
　皆様から寄せていただいた能登半島地震の被災者への義援金につきまして、金額が合計
１０１万３，９７１円となりました（３月29日時点）。皆様からの温かいご支援・ご協力ありがとうございました。
義援金箱は、役場、各支所、公民館に引き続き設置しております。

遊びに来てほしいナン！


